
　２月24日、快晴の中行われた白い森ウィンタースポーツ大会。昼
のアトラクションでは幼児宝物ひろいが行われ、町内の多くの子ど
もが参加した。お菓子が入った宝の袋を拾い、親御さんの待つゴー
ルに向かってあふれんばかりの笑みを浮かべて駆ける子どもたち。
そんな子どもたちは地域にとっての宝物だ。

宝物みぃつけた
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　小国町議会３月定例会が、３月５日から15日まで開催され、平成31年度のまちづく
りの方針とその予算が決まりました。平成31年度一般会計予算は60億4,700万円で、
特別会計と企業会計を合わせた全会計予算総額は105億6,956万４千円、昨年度と比べ
て３億7,449万７千円、3.7％の増額となりました。今月は、平成31年度施政方針と予
算概要についてお知らせします。

　

平
成
31
年
度
の
予
算
編
成
に

あ
た
り
、
地
方
自
治
体
を
取
り

巻
く
環
境
や
国
・
県
の
政
策
動

向
を
捉
え
な
が
ら
、「
白
い
森
ま

る
ご
と
ブ
ラ
ン
ド
構
想
」
の
実

現
を
目
指
し
て
策
定
し
た
第
５

次
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
の

柱
で
あ
る

１　

白
い
森
の
国
を
担
う

「
人
」
づ
く
り

２　

白
い
森
の
魅
力
を
磨
く

「
環
境
」
づ
く
り

３　

白
い
森
を
舞
台
と
す
る

　
　
　

活
き
活
き
と
し
た

「
暮
ら
し
」
づ
く
り

４　

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営

の
４
つ
を
予
算
編
成
の
基
軸
と

し
ま
し
た
。

　

施
策
の
構
築
に
あ
た
り
、「
先

を
見
る
目
」、「
投
資
の
タ
イ
ミ

ン
グ
」、「
町
民
の
意
見
を
聞
く

こ
と
」
と
い
う
視
点
で
精
査

し
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に

活
用
し
、
安
全
・
安
心
な
暮
ら

し
の
実
現
と
「
み
ん
な
が
輝
い

て
い
る
小
国
町
」
を
展
望
し

た
施
策
展
開
に
留
意
し
ま
し

た
。
各
会
計
予
算
の
総
額
は
、

１
０
５
億
６
９
５
６
万
４
千
円

で
、対
昨
年
度
比
３
・
７
％
の
増
、

一
般
会
計
は
、
対
昨
年
度
比
４
・

ま
ち
づ
く
り
の

基
本
的
考
え
方

８
％
増
の
60
億
４
７
０
０
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

き
る
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
、
小
学
校
で
は
、

テ
ー
マ
別
合
科
学
習
等
に
取
り

組
む
ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
導
入
し
ま
す
。

○
保
小
中
高
一
貫
教
育
支
援
事

　

業　

  　

３
７
４
９
万
３
千
円

わ
た
し
た
ち
の
小
国
町
を
改
訂

　

２
０
２
０
年
度
に
小
学
校
の

学
習
指
導
要
領
が
改
訂
さ
れ
る

た
め
、
小
学
校
３
・
４
年
生
が
使

用
す
る
社
会
科
の
副
読
本
『
わ

た
し
た
ち
の
小
国
町
』
を
改
訂

し
ま
す
。

○
社
会
科
副
読
本
作
成
事
業

２
３
８
万
７
千
円

旧
校
舎
の
有
効
活
用
と地域

活
性
化

　

東
北
芸
術
工
科
大
学
と
連
携

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
旧
小
玉

川
小
中
学
校
で
の
ア
ー
ト
活
用

地
域
活
性
化
事
業
を
引
き
続
き

実
施
し
、
旧
校
舎
の
有
効
活
用

と
地
域
振
興
の
モ
デ
ル
事
業
と

し
て
展
開
し
ま
す
。

○
ア
ー
ト
活
用
地
域
活
性
化
事

　

業　
　

  　

１
２
７
万
２
千
円

地
域
外
の
若
者
視
点
を
地
域
に

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
緑
の

ふ
る
さ
と
協
力
隊
の
隊
員
募
集

と
配
置
を
行
い
、
地
域
に
若
者

の
目
線
と
外
か
ら
の
視
点
を
注

妊
娠
、
出
産
、子育

て
環
境
の
充
実

　

妊
娠
、
出
産
、
育
児
を
支
援

す
る
た
め
妊
婦
出
産
支
援
事
業
、

特
定
不
妊
治
療
助
成
事
業
を
継

続
す
る
と
と
も
に
、
出
生
時
に

名
前
入
り
の
バ
ス
タ
オ
ル
を
、

出
生
届
時
に
は
赤
ち
ゃ
ん
の
手

形
等
を
写
す
台
紙
と
ス
タ
ン
プ

を
贈
り
ま
す
。
ま
た
、
乳
幼
児

健
診
や
母
子
保
健
事
業
等
を
継

続
し
、
母
子
の
健
康
維
持
増
進

と
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環

境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
相
談

窓
口
や
各
種
子
育
て
広
場
等
を

白
い
森
の
国
を
担
う

「
人
」
づ
く
り

開
設
す
る
ほ
か
、
病
後
児
保
育

室
を
引
き
続
き
開
設
し
ま
す
。

○
妊
婦
出
産
支
援
事
業

５
７
５
万
３
千
円

○
赤
ち
ゃ
ん
応
援
ギ
フ
ト
事
業

23
万
３
千
円

○
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営

　

事
業　
　

  

７
１
５
万
９
千
円

保
育
の
無
償
化
・

公
立
保
育
園
の
あ
り
方
検
討

　

10
月
か
ら
幼
児
教
育
・
保
育

の
無
償
化
が
実
施
さ
れ
ま
す
の

で
、
制
度
に
基
づ
い
て
対
応
す

る
と
と
も
に
、
民
間
保
育
所
へ

の
延
長
保
育
、
一
時
保
育
に
対

す
る
助
成
等
を
実
施
し
ま
す
。

お
ぐ
に
保
育
園
に
つ
い
て
は
、

出
生
者
数
の
減
少
傾
向
に
鑑
み
、

引
き
続
き
公
立
保
育
園
と
し
て

担
う
べ
き
役
割
等
に
つ
い
て
関

係
者
と
の
議
論
を
深
め
ま
す
。

○
保
育
所
入
所
児
童
委
託
事
業

８
６
０
８
万
７
千
円

○
お
ぐ
に
保
育
園
管
理
運
営
事

　

業　

  　

４
２
３
７
万
３
千
円

保
小
中
高
一
貫
教
育
の
展
開

　

今
年
度
か
ら
、
保
小
中
高
一

貫
教
育
を
本
格
的
に
展
開
し
、

各
校
種
間
の
連
携
を
一
層
深
め

ま
す
。
保
育
園
で
は
、「
生
活
す

る
力
」、「
か
か
わ
る
力
」、「
学

び
の
力
」
の
基
礎
を
育
成
し
、

小
学
校
生
活
に
円
滑
に
接
続
で

▲小国小学校１年生の授業の様子
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平成31年度施政方針および予算

ぎ
込
み
ま
す
。

○
地
域
づ
く
り
支
援
員
導
入
事

　

業　
  　

１
１
３
９
万
８
千
円

移
住
定
住
の
促
進
に
向
け
て

　

首
都
圏
で
の
移
住
イ
ベ
ン
ト

へ
の
参
加
や
、
ウ
ェ
ブ
上
で
の

町
内
企
業
情
報
の
掲
載
を
通
じ

て
広
く
情
報
発
信
す
る
と
と
も

に
、
お
試
し
滞
在
へ
の
支
援
、

移
住
希
望
者
と
の
交
流
会
や
体

験
ツ
ア
ー
を
展
開
し
ま
す
。
ま

た
、
30
歳
代
の
町
出
身
者
の
Ｕ

タ
ー
ン
を
促
し
、
ふ
る
さ
と
の

魅
力
を
再
発
見
す
る
た
め
の
交

流
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

○
移
住
定
住
促
進
事
業

１
９
９
７
万
９
千
円

白
い
森
の

　
魅
力
を
磨
く

　「
環
境
」
づ
く
り

小
国
の
住
宅
総
合
支
援
事
業

　

小
国
の
住
宅
総
合
支
援
事
業

で
は
、
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
等

の
購
入
経
費
の
一
部
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
県
み
ど
り
環
境

交
付
金
制
度
を
活
用
し
て
、
小

学
生
の
親
子
を
対
象
と
し
た
森

林
体
験
学
習
の
開
催
や
、
刈
払

機
と
チ
ェ
ン
ソ
ー
の
安
全
操
作

講
習
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

○
小
国
の
住
宅
総
合
支
援
事
業

２
４
１
０
万
円

有
害
鳥
獣
被
害
対
策

　

ニ
ホ
ン
ザ
ル
や
イ
ノ
シ
シ
等

の
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
へ

の
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
、
鳥

獣
被
害
対
策
実
施
隊
に
よ
る
捕

獲
等
を
実
施
し
ま
す
。
併
せ
て
、

被
害
防
止
に
向
け
た
電
気
柵
の

設
置
や
狩
猟
免
許
取
得
へ
の
支

援
等
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

○
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
事
業

４
７
２
万
７
千
円

消
防
団
・
自
主
防
災
組
織
の

強
化
に
向
け
て

　

自
主
防
災
組
織
へ
の
防
災
資

機
材
の
購
入
助
成
を
行
う
と
と

も
に
、
町
中
心
部
に
お
け
る
自

主
防
災
組
織
の
設
立
に
向
け
取

り
組
み
ま
す
。
ま
た
大
石
沢
地

区
に
小
型
動
力
ポ
ン
プ
と
搬
送

用
の
軽
車
両
を
整
備
し
、
機
動

▲春季消防演習の訓練の様子

性
の
向
上
を
確
保
し
ま
す
。
さ

ら
に
、
消
防
団
の
活
動
服
を
更

新
す
る
と
と
も
に
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
に
装
着
す
る
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト

を
配
備
し
ま
す
。

○
消
防
施
設
整
備
事
業

１
７
９
０
万
円

○
消
防
団
員
安
全
装
備
品
等
整

　

備
事
業  　

８
２
８
万
３
千
円

安
心
安
全
の
除
雪
体
制
の
構
築

　

国
の
補
助
事
業
を
活
用
し
て

ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
１
台
を
更
新

し
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
世
帯

の
自
宅
周
囲
等
の
除
雪
経
費
を

支
援
す
る
高
齢
者
等
暮
ら
し
応

援
事
業
と
住
宅
道
路
除
雪
事
業

を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

○
除
雪
事
業

　

２
億
２
５
７
３
万
円

○
高
齢
者
等
暮
ら
し
応
援
事
業

９
０
５
万
２
千
円

小
国
道
路
の
早
期
事
業
化
へ

　

新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
路

は
、
昨
年
10
月
に
「
小
国
道
路
」

の
ル
ー
ト
帯
案
が
決
定
さ
れ
、

実
現
に
向
け
て
大
き
く
前
進
し

ま
し
た
が
、
引
き
続
き
関
係
機

関
と
連
携
を
密
に
し
て
早
期
事

業
化
を
働
き
か
け
ま
す
。

町
道
整
備
と

安
定
的
な
水
道
事
業
の
展
開

　

町
道
改
良
で
は
、
松
岡
黒
沢

峠
線
、
長
者
原
内
川
線
、
長
沢

三
面
線
、
舟
渡
上
平
線
を
継
続

す
る
ほ
か
、
新
た
に
代
場
山
線

を
実
施
し
ま
す
。
下
水
道
事
業

で
は
、
小
国
浄
化
セ
ン
タ
ー
の

浄
化
設
備
を
対
象
に
ス
ト
ッ
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
を
策
定

し
、
計
画
的
に
設
備
等
の
長
寿

命
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

○
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

　

事
業
町
道
松
岡
黒
沢
峠
線
道

　

路
整
備
事
業５５

９
９
万
２
千
円

○
町
道
長
者
原
内
川
線
道
路
整

　

備
事
業　
　

  

２
７
６
０
万
円

○
下
水
道
施
設
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
事
業    

５
２
８
１
万
１
千
円

町
立
病
院
の

電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
を
更
新

　

町
立
病
院
は
、
地
域
包
括
ケ

白
い
森
を
舞
台
と
す
る

活
き
活
き
と
し
た

「
暮
ら
し
」
づ
く
り

白
い
森
ブ
ラ
ン
ド
の
展
開
と

地
域
総
合
商
社
の
設
立

　

白
い
森
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
の
事

業
で
は
、
白
い
森
お
ぐ
に
の
認

知
度
向
上
、
町
民
の
自
発
的
な

活
動
へ
の
支
援
、
白
い
森
ブ
ラ

ン
ド
の
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
の
拡

充
を
柱
に
多
様
な
取
り
組
み
を

展
開
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
を

戦
略
的
か
つ
効
率
的
に
展
開
す

る
た
め
、「
地
域
総
合
商
社
」
の

設
立
に
向
け
、
経
営
戦
略
責
任

者
を
中
心
に
設
立
準
備
を
加
速

さ
せ
ま
す
。

○
白
い
森
ま
る
ご
と
ブ
ラ
ン
ド

構
想
推
進
事
業８０

４
万
１
千
円

○
白
い
森
み
ら
い
創
生
事
業

４
４
４
５
万
７
千
円

▲安心安全の除雪体制

ア
シ
ス
テ
ム
の
中
核
施
設
で
あ

り
、
町
民
の
一
次
医
療
の
拠
点

で
も
あ
る
た
め
、
医
業
サ
ー
ビ

ス
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も

に
、
電
子
カ
ル
テ
の
更
新
を
行

い
ま
す
。

○
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
更

新
・
医
療
機
器
等

１
億
３
５
８
２
万
９
千
円

広報おぐに　2019.4
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新
規
就
農
者
支
援
と

農
家
の
安
定
経
営
支
援

　

新
規
就
農
者
へ
の
支
援
と
し

て
、
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事

業
費
補
助
金
、
町
単
独
の
創
農

チ
ャ
レ
ン
ジ
給
付
金
を
交
付
し

ま
す
。
ま
た
、
米
価
の
維
持
に

よ
る
農
家
所
得
を
確
保
す
る
た

め
、
と
も
補
償
制
度
に
よ
る
生

産
調
整
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

制
度
や
多
面
的
機
能
支
払
事
業

に
取
り
組
み
ま
す
。
さ
ら
に
、

農
家
の
所
得
向
上
と
農
地
の
適

正
な
維
持
管
理
を
図
る
た
め
、

ワ
ラ
ビ
の
新
規
作
付
け
か
ら
収

穫
ま
で
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

○
農
業
担
い
手
育
成
事
業

７
８
８
万
８
千
円

○
多
面
的
機
能
支
払
事
業

４
５
７
３
万
３
千
円

高
収
入
品
目
を
集
落
内
で

　

町
有
林
野
内
で
、
高
収
入
が

見
込
ま
れ
る
樹
種
の
植
栽
を
行

い
、
生
育
観
察
し
て
き
ま
し
た

が
、
こ
の
成
果
を
集
落
内
の
里

山
で
展
開
す
る
た
め
、
苗
木
購

入
費
の
一
部
助
成
等
を
行
い
ま

す
。

○
高
収
入
品
目
植
樹
植
栽
事
業

52
万
６
千
円

貝
少
地
内
農
道
の
整
備

　

貝
少
地
区
で
事
業
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
養
鶏
業
者
の
地
域

経
済
へ
の
波
及
効
果
に
鑑
み
、

進
入
路
等
の
整
備
を
通
し
て
操

業
支
援
を
す
る
こ
と
と
し
、
県

の
補
助
事
業
で
あ
る
山
形
県
農

業
基
盤
整
備
促
進
事
業
を
導
入

し
実
施
し
ま
す
。

○
貝
少
地
区
農
道
整
備
事
業

１
３
４
０
万
円

町
有
林
の
利
活
用
と
森
林
管
理

　

森
林
経
営
管
理
法
に
基
づ

き
、
森
林
所
有
者
の
意
向
調
査

や
現
地
調
査
等
、
関
係
機
関
と

の
協
議
等
を
行
う
と
と
も
に
、

新
た
に
森
林
環
境
譲
与
税
が
交

付
さ
れ
る
た
め
、
森
林
の
整
備

や
利
活
用
促
進
の
た
め
の
基
金

を
造
成
し
、
林
地
情
報
の
整
備

等
に
取
り
組
み
ま
す
。
さ
ら
に
、

町
有
林
の
活
用
を
進
め
る
た

め
、
小
芦
地
内
の
町
有
林
を
伐

採
し
再
造
林
を
行
い
ま
す
。

○
森
林
情
報
基
盤
整
備
事
業

１
０
９
万
３
千
円

○
町
有
林
造
林
事
業

１
１
６
１
万
４
千
円

野
生
キ
ノ
コ
の

出
荷
自
粛
早
期
解
除
に
向
け
て

　

出
荷
自
粛
が
続
い
て
い
る
町

内
産
野
生
キ
ノ
コ
の
出
荷
制
限

解
除
に
向
け
、
関
係
機
関
と
の

調
整
や
野
生
キ
ノ
コ
の
検
体
確

保
に
取
り
組
み
、
１
日
も
早
い

解
除
を
目
指
し
ま
す
。

○
野
生
キ
ノ
コ
出
荷
自
粛
対
策

　

事
業　

  　

１
２
９
万
６
千
円

中
心
商
店
街
の
活
性
化

　

中
央
商
店
街
の
賑
わ
い
づ
く

り
の
一
環
と
し
て
、
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
イ
ベ
ン
ト
や
プ
レ
ミ
ア
ム
付

き
買
い
物
券
発
行
事
業
へ
の
支

援
を
実
施
し
ま
す
。

○
地
域
経
済
活
性
化
支
援
事
業

４
０
０
万
円

道
の
駅
の
機
能
拡
充
と

直
売
所
の
早
期
オ
ー
プ
ン

　

道
の
駅
白
い
森
お
ぐ
に
は
、

山
形
県
の
西
の
玄
関
口
に
位
置

し
、
本
町
に
お
い
て
は
横
根
ス

キ
ー
場
と
一
体
化
し
て
い
る
施

設
群
で
あ
り
、
情
報
発
信
基
地

と
し
て
の
役
割
、
物
産
販
売
等

に
よ
る
６
次
産
業
化
の
砦
で
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
昨
年
度
整
備

し
た
直
売
所
の
外
構
工
事
を
実

施
し
ま
す
。
お
ぐ
に
石
楠
花
ま

つ
り
の
今
年
の
開
催
期
間
が
４

月
28
日
か
ら
５
月
６
日
ま
で
に

決
定
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
期

間
に
直
売
所
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
さ
せ
、
春
の
賑
わ
い

空
間
を
演
出
し
て
い
き
ま
す
。

○
道
の
駅
機
能
拡
充
事
業

６
３
６
５
万
円

○
お
ぐ
に
石
楠
花
ま
つ
り
開
催

事
業
費
補
助
金 

５
０
０
万
円

町
民
の
健
康
づ
く
り

　

総
合
検
診
や
が
ん
検
診
等
各

種
検
診
を
引
き
続
き
行
う
と
と

も
に
、
検
診
未
受
診
者
に
対
す

る
個
別
の
勧
奨
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
食
生
活
改
善
推
進
員
を

養
成
す
る
講
座
や
医
師
等
に
よ

る
健
康
教
室
等
を
実
施
し
、
町

民
の
健
康
増
進
に
つ
な
げ
ま
す
。

○
が
ん
検
診
推
進
事
業99

万
６
千
円

○
健
康
増
進
事
業

１
０
０
９
万
３
千
円

地
域
包
括
ケ
ア
の
構
築

　

地
域
包
括
ケ
ア
の
構
築
に
向

け
て
、
関
係
団
体
等
で
協
議
体

を
組
織
し
、
多
様
な
主
体
の
定

期
的
な
情
報
共
有
と
連
携
協
働

に
よ
る
地
域
支
援
活
動
を
展
開

し
て
い
き
ま
す
。

○
介
護
保
険
特
別
会
計
包
括
的
支 ▲道の駅白い森おぐにの直売所のイメージ図
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平成31年度施政方針および予算

　

援
事
業
費　

９
８
２
万
３
千
円

人
工
透
析
患
者
送
迎
事
業
と

交
通
費
の
助
成

　

引
き
続
き
人
工
透
析
患
者
の

送
迎
事
業
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
送
迎
事
業
を
利
用
さ
れ
な

い
か
た
へ
の
交
通
費
助
成
を
継

続
し
ま
す
。

○
人
工
透
析
患
者
送
迎
事
業

２
３
８
３
万
１
千
円

障
が
い
者
の
自
立
支
援

　

障
が
い
を
持
つ
か
た
が
、
自

立
し
た
家
庭
生
活
や
社
会
生
活

が
送
ら
れ
る
よ
う
移
動
支
援
や

活
動
支
援
、
補
装
具
の
給
付
等

を
行
い
ま
す
。

○
障
害
者
自
立
支
援
給
付
事
業

１
億
４
６
６
２
万
７
千
円

○
特
別
支
援
学
校
通
学
支
援
事

　

業　
　

  　
　
　

91
万
２
千
円

新
社
会
人
応
援
・

外
国
人
実
習
生
交
流

　

町
内
企
業
に
就
職
し
た
新
卒

者
を
対
象
と
し
た
就
職
祝
い
金

の
交
付
、
町
内
企
業
で
技
能
実

習
を
受
け
て
い
る
外
国
人
の
か

た
と
町
民
が
交
流
す
る
機
会
の

創
出
等
を
継
続
し
て
取
り
組
み

ま
す
。

○
地
域
企
業
等
人
材
確
保
支
援

　

事
業　

  　

３
０
１
万
３
千
円

町
民
体
育
館
改
修
工
事

　

町
民
総
合
体
育
館
は
、
建
設

か
ら
40
年
が
経
過
し
、
こ
れ
ま

で
耐
震
化
工
事
等
を
進
め
て
き

ま
し
た
が
、
老
朽
化
に
よ
り
腐

食
が
み
ら
れ
る
北
面
の
カ
ー
テ

ン
ウ
ォ
ー
ル
等
の
改
修
を
行
う

こ
と
に
し
ま
し
た
。

○
町
民
総
合
体
育
館
改
修
事
業

８
３
３
２
万
５
千
円

▲町民公開講座「乳がんと乳がん検診講演会」

▲昨年度初開催した外国人技能実習生交流会

持
続
可
能
な

行
財
政
運
営

基
本
計
画
策
定
に
向
け
て

　

２
０
２
５
年
を
目
標
年
次
と

す
る
第
５
次
総
合
計
画
基
本
構

想
に
基
づ
き
、
ま
ち
づ
く
り
基

本
計
画
を
策
定
し
、
目
標
年
次

ま
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
等

を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

○
小
国
町
総
合
計
画
基
本
計
画

策
定
事
業      　

46
万
７
千
円

山
形
県
庁
等
に
職
員
を
派
遣

　

職
員
研
修
を
充
実
さ
せ
、
引

き
続
き
山
形
県
庁
へ
１
人
、
一

般
財
団
法
人
地
域
活
性
化
セ
ン

タ
ー
へ
１
人
研
修
派
遣
す
る
と

と
も
に
、
新
た
に
山
形
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
職
員

を
１
人
派
遣
し
ま
す
。

○
職
員
研
修
事
業５５

６
万
５
千
円

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
を
活
用

　

ふ
る
さ
と
納
税
で
は
、
本
町

を
応
援
す
る
多
様
な
人
々
の
思

い
が
反
映
さ
れ
た
施
策
を
推
進

す
る
た
め
、
昨
年
度
よ
り
、
ふ

る
さ
と
応
援
基
金
を
造
成
し
、

各
種
の
地
域
再
生
事
業
に
充
当

し
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
基
金

運
用
事
業
で
は
、
保
小
中
高
一

貫
教
育
推
進
協
議
会
へ
助
成
し
、

県
立
小
国
高
校
の
海
外
修
学
旅

行
の
支
援
等
に
活
用
し
て
も
ら

う
こ
と
に
し
た
ほ
か
、
道
の
駅

機
能
拡
充
を
図
る
た
め
の
賑
わ

い
づ
く
り
ブ
ー
ス
整
備
事
業
、

コ
ロ
ラ
ド
州
と
の
友
好
交
流
を

促
進
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を

育
成
す
る
事
業
、
お
ぐ
に
保
育

園
の
西
側
屋
根
修
繕
事
業
等
に

基
金
を
充
当
し
ま
し
た
。

○
ふ
る
さ
と
納
税
事
業

８
２
７
１
万
７
千
円

万
全
な
選
挙
管
理
体
制
の
保
持

　

４
月
に
、
山
形
県
議
会
議
員

と
町
議
会
議
員
選
挙
が
、
７
月

に
、
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の

執
行
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
万
全
な
選
挙
管
理
体
制
を

保
持
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な

執
行
経
費
を
確
保
し
ま
し
た
。

○
小
国
町
議
会
議
員
選
挙
執
行

　

事
業　

  　

６
５
４
万
９
千
円

○
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
執
行

　

事
業　
　

  

５
５
２
万
３
千
円

庁
内
シ
ス
テ
ム
を
更
新

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
す
る

た
め
、
庁
内
の
事
務
処
理
用
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
の
総
合

行
政
シ
ス
テ
ム
、
財
務
会
計
シ

ス
テ
ム
、
戸
籍
シ
ス
テ
ム
の
更

新
を
行
い
ま
す
。

○
電
算
事
務
維
持
管
理
事
業

７
８
７
９
万
６
千
円

む
す
び
に

　

新
し
い
時
代
の
潮
流
は
、「
も

の
」
を
作
っ
て
販
売
す
る
と
い

う
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
か
ら
、「
こ

と
＝
顧
客
体
験
」
を
提
供
し
て

対
価
を
得
る
と
い
う
モ
デ
ル
に

な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、す
ば
ら
し
い
「
も

の
」
を
使
う
こ
と
も
顧
客
体
験

の
一
部
で
す
が
、「
こ
と
」
を
提

供
す
る
時
代
に
な
る
と
、
顧
客

も
永
続
的
に
つ
な
が
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
戦
術
も
同
様
で

あ
る
と
承
知
し
て
お
り
、
私
は
、

観
光
を
行
政
運
営
の
骨
格
に
据

え
、
ふ
る
さ
と
の
元
気
を
取
り
戻

す
こ
と
を
公
約
し
ま
し
た
。

　

そ
の
戦
略
と
し
て
掲
げ
た「
白

い
森
ま
る
ご
と
ブ
ラ
ン
ド
構
想
」

を
着
実
に
進
め
、
働
く
場
と
な

る
産
業
の
地
盤
を
固
め
、
外
部

と
の
人
と
の
交
流
を
進
め
、
担

い
手
を
確
保
し
、「
み
ん
な
が
輝

い
て
い
る
小
国
町
」
づ
く
り
に

全
力
を
傾
注
す
る
所
存
で
す
。

※
施
政
方
針
の
全
文
に
つ
い
て
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
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平成31年度施政方針および予算 新年度予算
　平成31年度予算が、小国町議会３月定例会で可決されまし
た。一般会計予算は60億4,700万円。昨年度より２億7,800万
円（4.8％）増加しました。一般会計と特別会計、企業会計を
あわせた町予算の総額は、105億6,956万４千円。昨年度に比
べ３億7,449万７千円（3.7％）の増額となりました。

　

平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算
総
額

は
60
億
４
７
０
０
万
円
で
、
統
一
地

方
選
挙
や
国
政
選
挙
に
係
る
経
費
の

ほ
か
、
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
送

平
成
31
年
度
予
算
概
要

町税
９億5,364万４千円
（2.3％）

使用料および手数料
8,559万円（1.5％）

分担金および負担金
1,786万２千円（▲18.0％）

繰入金
４億7,806万４千円（14.1％）

その他
２億2,741万４千円（12.3％）

地方交付税
26億6,500万円
（1.3％）

地方譲与税等
２億2,400万円（6.3％）

町債
６億7,810万円
（24.0％）

国・県支出金
７億1,732万６千円
（▲0.6％）

依存財源
70.9％

自主財源
29.1％

一般会計
歳 入

60.47億円
31年度一般会計は

（前年度比4.8％増）

【平成31年度の主な事業】
ふるさと納税事業　8,271万７千円
白い森みらい創生事業　4,445万７千円
地域づくり支援員導入事業　1,139万８千円
移住定住促進事業　1,997万９千円
人工透析患者送迎事業　2,383万１千円
地域生活支援事業　1,054万１千円
妊婦出産支援事業　575万３千円
多面的機能支払事業　4,573万３千円
畜産規模拡大支援事業　1,499万３千円

有害鳥獣被害対策事業　472万７千円
町有林造林事業　1,161万４千円
森林セラピー推進事業　593万７千円
道の駅機能拡充事業　6,365万円
インバウンド推進事業　1,160万９千円
除雪事業　２億2,573万円
町道橋補修事業　6,910万円
小国の住宅総合支援事業　2,410万円
消防団員安全装備品等整備事業　828万３千円
保小中高一貫教育支援事業　3,749万３千円

(  ) 内は前年度比
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平成31年度施政方針および予算

付
事
業
、
町
民
総
合
体
育
館
改
修

事
業
な
ど
に
よ
り
前
年
度
に
比
べ

２
億
７
８
０
０
万
円
の
増
と
な
り
ま

し
た
。

　

歳
入
で
は
、
町
内
立
地
企
業
の
堅

調
な
業
績
を
踏
ま
え
、個
人
町
民
税
、

法
人
住
民
税
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
前
年
度
比
２
．
３
％
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、町
債
は
、

前
年
度
比
24
・
０
％
増
、
国
庫
支
出

金
は
前
年
度
比
２
・
７
％
減
、
県
支

出
金
は
前
年
度
比
２
・
８
％
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
総
務
費
に
お
い
て
ふ

る
さ
と
納
税
事
業
や
選
挙
執
行
に
要

す
る
経
費
等
に
よ
り
前
年
度
比
７
・

５
％
の
増
、
衛
生
費
は
、
町
立
病
院

の
電
子
カ
ル
テ
更
新
事
業
に
対
す
る

一
般
会
計
出
資
金
の
計
上
等
に
よ
り

前
年
度
比
14
・
１
％
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
土
木
費
は
、
町
道

松
岡
黒
沢
峠
線
、
長
者
原
内
川
線
、

長
沢
三
面
線
、
舟
渡
上
平
線
の
道
路

改
良
を
継
続
す
る
ほ
か
、
新
た
に
代

場
山
線
の
改
良
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
の
更
新
等
に

よ
り
前
年
度
比
１
・
２
％
の
増
と
な

り
ま
し
た
。

　

企
業
会
計
の
水
道
事
業
会
計
で

は
、
針
生
水
源
地
の
配
水
池
施
設
等

の
整
備
の
完
了
に
伴
い
、
前
年
度
比

12
・
１
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

一般会計
歳 出

総務費
９億8,971万３千円
（7.5％）

議会費
8,710万１千円（7.9％）

民生費
13億473万円
（4.1％）

衛生費
５億6,461万３千円
（14.1％）

労働費
768万９千円（10.9％）

農林水産業費
２億2,632万５千円（0.4％）

商工費
３億6,029万３千円（2.9％）

土木費
８億4,045万２千円
（1.2％）

消防費
２億8,359万４千円
（▲2.0％）

教育費
５億1,892万５千円
（15.7％）

公債費
８億5,577万９千円
（▲0.6％）

諸支出金・予備費
501万円（0.0％）

災害復旧費
277万６千円（▲0.5％）

●語句の説明
【歳入】
町　　　税　住民の皆さんや法人などに納めていただく税
　　　　　　金（町民税・固定資産税・たばこ税・軽自動
　　　　　　車税など）
地方交付税　市町村の財政状況に応じて、国から交付され
　　　　　　るお金。自治体間の財政力の不均衡をなくし、
　　　　　　一定の行政サービスを行うことができるよう
　　　　　　国税（所得税・酒税・消費税など）として集
　　　　　　められた税金のうち、一定割合を再分配した
　　　　　　もの
町　　　債　町の借入金（借金）
国・県支出金　市町村が行う特定の事業に対して、国や県か
　　　　　　ら交付されるお金

【歳出】
総 務 費　行政事務などに関する経費
民 生 費　障がい者福祉、高齢者福祉、子育て支援な
　　　　　　　どの経費
衛 生 費　生活環境の保全、疾病予防、健康増進など
　　　　　　　の経費
農林水産業費　農林水産業の振興・支援や、基盤整備など
　　　　　　　に関する経費
商 工 費　商工業や観光振興のための経費
土 木 費　道路や河川を整備・管理するための経費
教 育 費　教育や生涯学習、文化・スポーツなどの振
　　　　　　　興を図るための経費
公 債 費　事業を行うため借りた町債の元金・利息な
　　　　　　　どを支払う経費

【平成31年度各会計予算】
■一般会計

60億4,700万円（4.8％）
■特別会計
　簡易水道事業

2,096万円（▲6.6％）
　国民健康保険事業

７億1,335万円（▲9.0％）
　部落有財産

１億962万円（▲0.7％）
　下水道事業

３億5,170万円（▲2.9％）
　訪問看護

8,609万円（▲7.0％）
　介護保険

10億4,006万円（3.8％）
　後期高齢者医療

１億426万円（▲2.2％）
■企業会計
　病院事業会計

13億7,692万２千円（12.3％）
　老人保健施設事業会計

４億1,710万１千円（5.0％）
　水道事業会計

１億5,825万５千円（▲12.1％）
　工業用水道事業会計

１億4,424万６千円（0.9％）
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平
成
31
年
小
国
町
議
会

３
月
定
例
会

　

平
成
31
年
第
２
回
小
国
町
議
会

定
例
会
が
、
３
月
５
日
か
ら
15
日

ま
で
開
会
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
30

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
や
平
成

31
年
度
各
会
計
予
算
、
条
例
改
正

な
ど
30
議
案
が
審
議
さ
れ
、
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
主

な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算
に

３
１
１
１
万
２
千
円
を
追
加

　

一
般
会
計
で
は
、
国
の
２
次
補

正
予
算
に
伴
う
事
業
費
等
を
措
置

す
る
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
増
加
に
伴
い
、
返
礼
品
に
か
か

る
経
費
を
追
加
し
た
ほ
か
、
決
算

見
込
み
等
に
基
づ
く
不
要
額
の
減

額
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、

補
正
額
は
３
１
１
１
万
２
千
円
の

増
額
と
な
り
、
補
正
後
の
予
算
総

額
は
66
億
２
６
１
０
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

■
昨
年
末
に
か
け
て
予
想
を
上
回

る
ふ
る
さ
と
納
税
の
申
し
込
み

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
返
礼
品

に
要
す
る
経
費
等
を
措
置
し
ま

し
た
。

■
県
の
担
い
手
確
保
・
経
営
強
化

支
援
事
業
を
活
用
し
て
町
内
の

農
事
組
合
法
人
が
行
う
農
業
機

械
の
導
入
に
よ
る
経
営
規
模
の

拡
大
を
支
援
す
る
こ
と
と
し
所

要
額
を
措
置
し
ま
し
た
。

■
町
道
維
持
補
修
に
つ
い
て
、
今

冬
に
お
け
る
グ
レ
ー
チ
ン
グ
や

道
路
舗
装
の
損
壊
に
よ
り
維
持

管
理
費
が
増
大
し
、
不
足
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
所
要
額
を

措
置
し
ま
し
た
。

■
大
規
模
な
火
災
や
豪
雨
へ
の
対

応
に
よ
る
消
防
団
の
出
動
報
酬

に
不
足
が
見
込
ま
れ
る
と
と
も

に
、
沼
沢
駅
前
ポ
ン
プ
庫
の
屋

根
修
繕
を
実
施
す
る
た
め
、
所

要
額
を
措
置
し
ま
し
た
。

小
国
町
特
別
職
の
給
与
に
関
す
る

条
例
を
改
正
し
ま
し
た

　

町
議
会
議
員
の
報
酬
に
つ
い

て
、
平
成
８
年
以
降
据
え
置
か
れ

て
い
る
こ
と
や
置
賜
町
村
会
構
成

団
体
で
増
額
が
予
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
小
国
町
特
別
職

報
酬
等
審
議
会
に
諮
問
し
た
結

果
、
議
長
、
副
議
長
、
一
般
の
議

員
の
報
酬
月
額
を
そ
れ
ぞ
れ
３
万

円
ず
つ
増
額
す
る
答
申
を
得
て
、

所
要
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

第
５
次
小
国
町
総
合
計
画
基
本
構

想
を
定
め
ま
し
た

　

地
方
自
治
法
に
基
づ
き
、「
第

５
次
小
国
町
総
合
計
画
基
本
構

想
」
が
提
案
さ
れ
、
議
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
２
０
１
９
年
度
を
初

年
度
と
し
、
２
０
２
５
年
度
を
目

標
年
次
と
す
る
７
年
間
の
町
政
運

営
の
指
針
に
な
り
ま
す
。
白
い
森

が
持
つ
あ
ら
ゆ
る
地
域
資
源
の
価

値
を
広
く
内
外
に
発
信
し
、
外
部

か
ら
の
評
価
を
獲
得
し
て
い
く
こ

と
で
、
町
全
域
に
人
財
や
活
力
を

呼
び
込
む
潮
流
を
生
み
出
し
て
い

く
「
白
い
森
ま
る
ご
と
ブ
ラ
ン
ド

構
想
」
を
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理

念
と
位
置
づ
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
目
指
す
べ
き
町
の
姿
を

自
然
を
愉
し
み
　
み
ん
な
が
わ
く

わ
く
す
る
　
白
い
森
の
国
お
ぐ
に

と
定
め
ま
し
た
。

中
央
児
童
室
の
定
員
を

10
人
増
員
し
ま
し
た

　

中
央
児
童
室
は
、
放
課
後
等
に

家
庭
で
保
護
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
児
童
を
対
象
に
生
活
指
導

等
を
行
い
、
児
童
の
健
全
育
成
を

図
っ
て
い
ま
す
が
、
最
近
は
、
核

家
族
化
の
進
行
や
共
働
き
世
帯
の

増
加
等
に
よ
り
、
入
所
児
童
数
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
増
加
傾

向
は
今
後
も
続
く
も
の
と
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、
定
員
を
現
在
の

70
人
か
ら
80
人
に
増
員
す
る
こ
と

と
し
、
所
要
の
改
正
を
行
い
ま
し

た
。

2019年度以降の高齢者肺炎球菌予防接種について
　厚生労働省では、2019年度から2023年度までの５年間、引
き続き、65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、95歳または
100歳となる日の属する年度の初日から当該年度の末日まで
の間にあるかたを定期接種の対象とすることとしました。な
お、2019年度中においては、100歳以上のかたも定期接種の
該当となります。ただし、定期接種の対象は未接種のかたと
なり、接種の期間は１年間となります。
対象のかたには、後日、個別にご案内を送付いたします。
■問合先　健康福祉課（☎61ー1000）へ

広報おぐに　2019.4
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４月 ７日㈰
４月 21日㈰

山形県議会議員選挙
小国町議会議員選挙は の投票日です

　任期満了に伴う山形県議会議員選挙と小国町議会議員選挙が、統一地方選挙として行われ
ます。忘れずに投票しましょう。

山形県議会議員選挙 小国町議会議員選挙

告　示　日 ３月29日㈮ ４月16日㈫

投　票　日 ４月７日㈰ ４月21日㈰

投票できるかた

■投票日当日で満18歳以上のかた（平成
13年４月８日以前にうまれたかた）

■平成30年12月28日以前から山形県内に
住所を有するかた（ただし、平成30年
12月29日以降であっても、県内の他市
町村から転入した場合は投票できる場
合があります。）

■投票日当日で満18歳以上のかた（平成13
年４月22日以前に生まれたかた）

■３カ月以上小国町に住所を有するかた
（平成31年１月15日までに小国町に転
入届を出されたかた）

投票時間等

午前７時から午後８時まで（４カ所）
第１投票所  小国町役場　第３投票所  白い森ショッピングセンターアスモ
第２投票所  小国小学校　第４投票所  クアーズテック㈱社寮（旧電興㈱社寮）
午前７時から午後７時まで（13カ所）
第５投票所  宮の森会館　　　　　第12投票所  旧北部小学校
第６投票所  大滝公民館　　　　　第13投票所  りふれ
第７投票所  松岡公民館　　　　　第14投票所  玉川高齢者コミュニティセンター
第８投票所  旧伊佐領小学校　　　第15投票所  長者原発電所管理事務所
第９投票所  旧沖庭小学校　　　　第16投票所  水源の郷交流館
第10投票所  今市活性化センター　第17投票所  旧白沼小学校
第11投票所  旧あさひ保育園　　　

期日前
投　票

役場２階
ラウンジ

■期日　３月30日㈯～４月６日㈯
■時間　８：30～20：00

■期日　４月17日㈬～20日㈯
■時間　８：30～20：00

健康管理センター
森のホール

■期日　４月２日㈫
■時間　９：00～16：00

■期日　４月17日㈬
■時間　９：00～16：00

※入場券裏面の「宣誓書兼投票用紙請求書」をボールペン等で事前に記入してい
ただくと、受付がスムーズです。

不在者投票

■滞在先での投票
　投票用紙を事前に取寄せ、滞在中の市区町村で不在者投票をすることができます。
■指定施設での投票
　県が指定する病院、老人ホームなどの施設に入院（入所）中のかたは、その施設

等で不在者投票をすることができます。
■郵便による不在者投票
　重度の身体障がい等があるかたで一定の要件に該当するかた、介護保険の被保険

者証（要介護５）の交付を受けているかたは、自宅等で郵便による不在者投票を
することができます。

※事前に「郵便等投票証明書」の交付を受ける必要がありますので、早めにお手続
きください。

開票（即日開票） ■日時　４月７日㈰21：00～
■場所　おぐに開発総合センター

■日時　４月21日㈰21：00～
■場所　小国町民総合体育館

■問合先　小国町選挙管理委員会事務局（小国町役場内☎62－2112）へ

広報おぐに　2019.4
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11

白
い
森
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を

活
用
く
だ
さ
い

　

こ
れ
ま
で
も
町
民
の
皆

さ
ん
に
親
し
ん
で
い
た
だ

い
た
白
い
森
ロ
ゴ
マ
ー
ク

が
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
に

も
広
く
お
使
い
い
た
だ
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

白
い
森
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に

は
、
小
国
の
み
ん
な
が
一

つ
に
な
っ
て
町
を
盛
り
上

げ
て
い
こ
う
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
小
国
町
の
認
知
度

向
上
と
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

を
図
る
た
め
、
白
い
森
ロ

ゴ
マ
ー
ク
と
白
い
森
お
ぐ

に
の
イ
メ
ー
ジ
を
表
現
し

た
白
い
森
ブ
ラ
ン
ド
ス
ト

ー
リ
ー
を
活
用
し
て
、
小

国
町
の
素
敵
な
場
所
や
景

色
、
美
味
し
い
も
の
や
優

れ
た
製
品
な
ど
、＂
白
い

森
お
ぐ
に
＂
の
魅
力
を
み

ん
な
で
広
く
発
信
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
！

▲白い森ロゴマーク
（上：基本形、下：横組み）

何に使えるの？
　小国町や小国町の地域資源（農林水産物、鉱
工業品、文化財、風景、温泉、その他地域の観
光資源など）に関係するものに、広く使ってい
ただけます。
■使用可能なもの（例）
○町内イベントのチラシやポスター
○町内産品のパッケージやチラシ
○店舗の看板やのぼり
○会社のホームページや名刺

■使用できないもの
○小国町、小国町の地域資源に関係ないもの
○町の信用又は品位を害するようなもの
○政治活動や宗教活動などに関わるもの

手続きはどうするの？
　はじめに、町ホームページにある使用規約お
よび使用マニュアルをご確認ください。
■非営利目的での使用　届出は不要です。
■営利目的での使用　事前に 「白い森ロゴマー

ク使用届出書」 を提出してください。内容確
認後、担当から連絡します。なお、使用規約、
届出書等は町のホームページにあります。

ロゴマークはどこでもらえるの？
　次の手順で、町ホームページよりデータをダ
ウンロードして使用してください。
①町ホームページにアクセス
②「ロゴマーク」で検索して該当ページへ
③使用規約、マニュアルを確認し、チェック
④データをダウンロードして使用
※白い森ロゴマークの使用料はかかりません。

営利目的となる使用例
　ロゴマークとは、「白い森」の文字、「シンボルマーク」、その「組合せ」
のすべてを含みます。
○商品やその包装（箱や袋）にロゴマークを付ける
○サービス利用者が利用する物（食堂の食器など）にロゴマークを付
　ける
○Webサービスを提供する際に、ホームページにロゴマークを使用
　する
○商品やサービスの広告、価格表などにロゴマークを付けて使用する
　（インターネットを含む）

白い森ロゴマーク　▶
の使用例

詳しくは下記までお問い合わせください。
■問合先　総合政策課白い森ブランド戦略室（☎87－0821）へ
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春の火災予防運動
「忘れてない？

サイフにスマホに
火の確認」

　春の火災予防運動を、４月９日㈫～22日㈪ま
での14日間実施します。期間中、午前７時と午
後７時に防災ラジオにより、注意喚起が放送さ
れます。また、14日㈰午後２時～３時まで町消
防団の消防自動車が火災予防のため町内防火パ
レードを実施します。
　空気が乾燥し、火災が発生しやすい時期を迎
えます。火の取り扱いには十分注意しましょ
う。また、住宅用火災警報器は火災の早期発見
と死傷者の減少につながります。動作確認、交
換時期の確認をしましょう。
■問合先　町民税務課（☎62－2260）または消

防署小国分署（☎62－2154）へ

平成31年度小国町住宅リフォーム
総合支援事業費補助金について

■補助要件　①「減災・部分補強」、「寒さ対策・
断熱化」、「バリアフリー化」、「県産木材使
用」、「克雪化」のいずれか１つ以上を含む
工事で、かつ町の定める基準点を満たすこ
と。②町内に住所を有するかたで、自身が
町内に所有する住宅等にかかる工事である
こと。③工事施工にあたり、県内業者と請
負契約を締結すること。④工事に要する費
用が10万円以上であること。⑤2020年２月
末までに完了する工事であること。⑥町税
等に滞納がないこと。⑦申請前に工事を着
工していないこと。⑧平成30年度に同補助
金を受けていないこと。
■補助金額　リフォーム工事費の10％（上限

20万円）。町内業者と請負契約を締結する場
合は、工事費の20％（上限40万円）。一定の
条件を満たす「三世代」、「新婚」、「多子」、

「移住」世帯等については、補助の増額があ
ります。
■申込み　補助金交付申請書に必要な書類を

添えて、地域整備課に提出してください。
申請書は地域整備課にあります。
■募集期間　４月15日㈪～
■その他　補助金は、町予算の範囲内で、先

着順の受付になります。
■問合先　地域整備課建設管理室
　　　　　（☎62－2431）へ

協会けんぽの
保険料率が変わります

　協会けんぽ山形支部の健康保険料率は平成
31年 ３ 月 分（ ４ 月 納 付 分 ） か ら10.04 ％ か ら
10.03％に、介護保険料率は1.57％から1.73％に
改定させていただきます。
■問合先
　全国健康保険協会山形支部企画総務グループ
　（☎023－629－7226）へ

ファミリー・サポート・センター利用のお知らせ
　ファミリー・サポート・センターでは、子育てのお手伝いを
してほしい人（利用会員）と子育てのお手伝いをしたい人（協
力会員）が会員として登録し、子育ての相互援助活動を行って
います。
■会員資格
　○利用会員　小国町在住のかたで、小学校６年生以下の子どもの保護者
　○協力会員　小国町に住んでいるかたならどなたでも
　※両方会員　利用会員と協力会員を兼ねることも可能です
■援助内容　保育施設等の開始時間前や終了後の預かり、保育

施設・習い事等の送迎、保護者の短時間・臨時的就労時・冠
婚葬祭・学校行事の際の預かり、保護者がリフレッシュした
いときなど
■利用料金　【平日】午前７時から午後７時まで１時間あたり

600円、それ以外の時間は、１時間あたり700円【土日祝日】
１時間あたり800円
■申込方法　健康福祉課で会員登録手続きを行ってください。
■申込・問合先　健康福祉課（☎61－1000）へ

固定資産税課税台帳の閲覧
土地家屋価格等帳簿の縦覧
　 平 成31年 度 固 定 資 産 課
税台帳の閲覧と、土地家屋
価格等帳簿の縦覧を行いま
す。この機会に所有する資
産をご確認ください。

■縦覧期間（土日祝除く）
　４月１日㈪～５月31日㈮
■受付時間
　８時30分～17時15分
■縦覧場所
　小国町役場　町民税務課
■問合先
　町民税務課税政管理室
　（☎62－2403）へ

広報おぐに　2019.4
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か
つ
て
、
身
の
周
り
に
広
が
る
自

然
は
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
を
育
み
、

人
を
育
て
る
場
で
も
あ
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
野
・
山
・
川
で
遊
ぶ

な
か
で
、
そ
こ
に
暮
ら
す
生
き
物
の

生
態
に
つ
い
て
知
識
を
蓄
え
、
あ
る

い
は
、
何
を
す
れ
ば
怪
我
を
す
る
の

か
、
ど
う
い
う
場
所
や
状
況
だ
と
危

険
な
の
か
と
い
っ
た
自
然
が
持
つ
リ

ス
ク
に
つ
い
て
身
を
以
て
学
ん
で
い

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
無
数
の
「
い
の

ち
」
に
ふ
れ
る
こ
と
で
、
生
に
対
す

る
倫
理
や
現
実
に
根
ざ
し
た
生
命
観

技
を
綯
う～

人
と
道
具
の
物
語
～

な

そ
の
⑪も

養
っ
て
い
た
の
で
す
。
自
然
を
利

用
す
る
知
恵
や
作
法
が
失
わ
れ
つ
つ

あ
り
、
ま
た
、
あ
ま
た
の
「
い
の
ち
」

が
軽
ん
じ
ら
れ
が
ち
な
現
代
、
こ
の

よ
う
な
野
で
の
遊
び
を
通
し
た
学
び

の
世
界
を
見
つ
め
直
す
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

雪
ど
け
の
す
す
む
田
ん
ぼ
に
、
落

ち
穂
な
ど
の
エ
サ
を
求
め
集
ま
る
小

鳥
を
対
象
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
罠

猟
は
、
そ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
の

「
遊
び
」
の
一
つ
で
し
た
。
40
～
50

年
ほ
ど
前
ま
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が

自
分
た
ち
で
罠
を
作
り
田
ん
ぼ

や
家
の
ま
わ
り
に
仕
掛
け
、
ス

ズ
メ
を
は
じ
め
小
鳥
を
捕
っ
て

い
た
の
で
す
。
今
回
は
、
五
味

沢
地
区
の
齋
藤
重
美
さ
ん
（
昭

和
24
年
生
ま
れ
）
に
、
子
ど
も

の
頃
お
こ
な
っ
て
い
た
罠
で
の

鳥
捕
り
に
つ
い
て
教
え
て
も
ら

い
ま
し
た
。

　

齋
藤
さ
ん
が
作
っ
た
罠
の
一
つ
が

「
パ
ッ
タ
ン
コ
」
と
呼
ば
れ
る
も
の

で
、
網
に
つ
け
て
お
い
た
稲
穂
を
鳥

が
つ
い
ば
む
と
、
仕
掛
け
が
外
れ
、

網
が
鳥
に
被
さ
る
と
い
う
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ね
じ
っ
た
ワ
ラ
縄

の
元
に
戻
ろ
う
と
す
る
力
が
、
網
を

被
せ
る
動
力
と
な
り
ま
す
。

　
「
だ
い
た
い
３
月
に
入
れ
ば
水
路

脇
と
か
田
ん
ぼ
の
雪
が
消
え
て
く
る

わ
け
だ
。
そ
う
す
っ
と
、
皆
す
ぐ
掛

け
た
。
多
い
人
だ
ば
４
つ
も
５
つ
も
。

あ
ん
な
の
は
小
学
校
高
学
年
に
な
れ

ば
自
分
で
作
っ
た
も
ん
だ
。
縄
も
自

分
で
綯
っ
て
よ
。

　

み
ん
な
で
掛
け
る
こ
と
も
あ
っ
た

な
。
こ
の
時
期
、
堅
雪
に
な
る
か
ら

雪
の
上
、
真
っ
直
ぐ
歩
い
て
学
校
行

く
べ
。
そ
う
い
う
と
き
に
見
つ
け
て

い
く
わ
け
よ
、
雪
と
け
て
て
、
雨
が

当
た
ら
ね
え
よ
う
な
場
所
。
そ
う
い

っ
た
と
こ
が
あ
る
と
、『
あ
そ
こ
良

い
場
所
だ
。
よ
し
、
掛
け
る
ぜ
』
な

ん
て
よ
。
ス
ズ
メ
と
か
、ス
ト
ド
（
ホ

オ
ジ
ロ
）
と
か
様
々
捕
っ
た
な
。
小

さ
い
の
は
よ
、
食
わ
ね
え
で
飼
っ
て

あ
っ
た
。
竹
ヒ
ゴ
で
編
ん
だ
カ
ゴ
さ

入
れ
て
。
ま
ず
捕
る
の
が
楽
し
み
で

あ
っ
た
も
の
。」
そ
う
齋
藤
さ
ん
は

話
し
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
、「
ヒ
ッ
カ
ブ
セ
」

と
い
う
罠
も
あ
り
ま
し
た
。

　
「
あ
れ
は
単
純
な
も
ん
だ
。
今
時

分
（
３
月
頃
）、
ザ
ル
で
も
カ
ゴ
で

も
い
い
け
ど
、
雪
の
上
に
斜
め
に
立

て
と
い
て
よ
。
ク
ズ
米
と
か
エ
サ
ば

そ
の
下
に
播
い
て
。
す
っ
と
、
そ
れ

を
食
べ
に
ス
ズ
メ
が
来
る
ん
だ
な
。

小
屋
の
陰
辺
り
か
ら
見
て
て
、
ス
ズ

メ
が
３
つ
４
つ
入
っ
た
ら
、（
突
っ

立
て
）
棒
に
つ
け
と
い
た
紐
を
『
よ

し
、
今
だ
』
っ
て
ば
っ
と
引
っ
張
る

わ
け
よ
。
こ
れ
は
一
番
単
純
だ
ど
も

１
回
に
捕
れ
る
の
は
多
か
っ
た
。
け

っ
こ
う
と
捕
れ
た
も
ん
だ
よ
。」
と

齋
藤
さ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
捕
っ
た
鳥
た
ち

の
命
は
粗
末
に
す
る
こ
と
な
く
、
自

分
た
ち
で
捌
（
さ
ば
）
い
て
大
切
に

い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。「
ス
ズ
メ

も
全
部
き
れ
い
に
毛
（
羽
毛
）
取
っ

▲齋藤　重美氏



て
。
小
学
生
の
頃
か
ら
や
っ
て
た
か

ら
、
捌
き
方
み
な
覚
え
た
。
あ
と
、

鳥
の
肺
は
絶
対
に
食
う
な
っ
て
。
そ

れ
だ
け
は
親
父
か
ら
言
わ
れ
て
て

よ
、
鶏
で
も
何
で
も
鳥
の
肺
と
腸
は

き
ち
ん
と
取
っ
て
た
な
。」

　

齋
藤
さ
ん
は
、
こ
れ
ら
の
他
、
大

人
に
罠
（
括
り
罠
の
一
種
）
を
作
っ

て
も
ら
い
、
ア
オ
ゲ
ラ
な
ど
の
大
き

な
鳥
も
捕
っ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、

そ
う
い
っ
た
鳥
は
お
お
か
た
家
族
で

食
べ
た
と
言
い
、
そ
の
捕
獲
は
単
な

る
遊
び
と
い
う
よ
り
は
生
業
（
食
資

源
獲
得
）
的
要
素
が
大
き
い
も
の
で

し
た
。
ま
た
、
小
学
生
の
頃
か
ら
、

親
に
ウ
サ
ギ
捕
り
用
の
罠
を
仕
掛
け

て
も
ら
い
、
毎
朝
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が

ら
そ
の
見
回
り
に
山
を
駆
け
回
っ
て

い
た
と
も
言
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

現
代
と
は
違
い
、
当
時
の
子
ど
も
た

ち
は
日
常
生
活
で
「
遊
び
」
と
「
生

業
」
を
重
ね
な
が
ら
自
然
と
深
く
関

わ
り
、
育
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

無
論
、
現
在
で
は
こ
れ
ら
狩
猟
鳥

獣
の
捕
獲
に
は
狩
猟
免
許
が
必
要
で

す
し
、
使
え
る
猟
法
も
法
律
で
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
許
可
な
く
野

生
鳥
類
を
飼
養
す
る
こ
と
も
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
こ
で
注

目
し
た
い
の
は
、
そ
の
よ
う
な
鳥
を

捕
る
と
い
う
行
為
そ
の
も
の
で
は
な

く
、
そ
れ
を
一
つ
と
す
る
、
当
時
の

子
ど
も
た
ち
に
み
ら
れ
た
自
然
と
の

関
わ
り
方
で
す
。
そ
の
な
か
に
は
、

虫
取
り
や
川
遊
び
、
木
の
実
探
し
、

山
菜
・
野
草
採
り
な
ど
現
在
で
も
お

こ
な
う
こ
と
が
可
能
な
「
遊
び
」
も

あ
る
は
ず
で
す
。

　

地
域
の
年
輩
者
た
ち
が
自
然
に
関

す
る
知
識
や
そ
こ
に
潜
む
リ
ス
ク

を
、
次
代
の
小
国
を
担
う
子
ど
も
た

ち
へ
伝
え
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
、

野
で
の
学
び
の
世
界
を
新
た
に
創
造

し
て
い
く
こ
と
。
そ
れ
が
、
こ
の
大

自
然
と
と
も
に
生
き
て
い
く
、
し
っ

か
り
と
し
た
「
技
」
を
綯
い
、
小
国

な
ら
で
は
の
「
豊
か
な
」
自
然
と
暮

ら
し
を
未
来
へ
と
つ
な
ぐ
土
壌
を
育

ん
で
い
く
こ
と
と
な
る
の
で
す
。

◀パッタンコ
技術記録を目的に齋藤さんに復元

作成してもらった。
下写真のように網につけた稲穂に

留め具（ツメ）を引っかけ網を固定
している。この稲穂を鳥がついばむ
とツメが外れ網が被さる仕組みに
なっている。この木の枝はウワミズ
ザクラだと弾力があり、よじった縄

の反発力が強くなって
良いと言う。

なお、同じタイプの
罠は、旧小玉川小中学
校の資料館でも展示さ
れている。

罠の作り方
１）網をつくる
２）木を弓状に曲げワラ縄を２本張る（写真①）
３）ツメの長さを調整しながら網に稲穂をつける
４）網をワラ縄にはさみ、網を回しワラ縄にねじ

りを入れる（写真②）
５）ツメにつけた糸の長さを調整し、木に縛り、

ツメを稲穂に引っかける（写真③）　＜完成＞① ② ③

エサ

雪面

▲ヒッカブセ
鳥がエサを食べにくると矢
印の方向へ紐を引っ張る



思い出話に花を咲かせ
～第59回山形県小国郷人会総会～

２月23日
東京都内

　関東在住の本町出身者で組織する山形県小国郷人
会（保科秀三会長）の総会が、２月23日、都内で開催
され89人が出席しました。町から町長や町議会議長、
町商工会長などが参加し、出席者とふるさと小国の思
い出話に花を咲かせていました。また、同会から10万
円が町社会福祉協議会に贈られることとなり、３月７
日、仁科町長から河内昭佐会長へ手渡されました。

空手で全国の舞台へ
～南陽高校１年　三島木天

てんが

凱さん～
３月25－27日

和歌山県

地域が団結して競い合う
～白い森ウィンタースポーツ大会～

２月24日
横根スキー場

　白い森ウィンタースポーツ大会が、２月24日、横根
スキー場で開催され、各地区体育協会から約400人が
参加しました。この日は、アルペン競技や的当て競争、
けっつ滑りリレーなどが行われました。大会では各地
区の陣地から大きな声援が送られ、出場した選手は力
を合わせて各種目にチャレンジしていました。

　南陽高校１年の三島木天凱さん（栄町）が、３月25
日～27日に和歌山県で開催されたジュニアオリンピッ
クカップ第38回全国高等学校空手道選抜大会に出場し
ました。三島木さんが所属する南陽高校は１月25日～
27日に青森県で行われた第32回東北高等学校空手道選
手権大会の男子団体組手で３位に入賞し、全国大会へ
の出場権を獲得しました。

巨大雪迷路に・・・
～雪の中の大冒険～

３月10日
旧小玉川小中学校

　小玉川青年団イチコロが主催する「雪の中の大冒
険」が、３月10日、旧小玉川小中学校で行われ、町内
外から多くの家族連れが訪れました。
　グラウンドにつくった巨大雪迷路や雪の滑り台での
スノーボート体験のほか、スノーモービル乗車体験な
ど地域資源である雪を有効活用した遊びが用意され、
訪れたかたは小玉川の大自然を満喫していました。
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雪
が
自
分
の
背
丈
以
上
に
積
も
る

冬
を
初
め
て
体
験
し
ま
し
た
。
朝
晩

の
気
温
は
氷
点
下
に
な
り
、
路
面
は

雪
で
滑
り
、
除
雪
を
伴
う
生
活
は
厳

し
さ
を
覚
え
ま
す
。
し
か
し
、
雪
深

い
小
国
町
な
ら
で
は
の
イ
ベ
ン
ト
を

楽
し
め
た
冬
で
も
あ
り
ま
し
た
。
ま

ず
は
、
２
月
10
日
㈰
の
小
国
町
商
工

会
青
年
部
が
主
催
す
る
「
お
ぐ
に
ス

ノ
ー
ト
レ
ッ
ク
」
で
す
。
小
国
ス
ポ

ー
ツ
公
園
か
ら
続
く
林
道
を
自
分
で

操
縦
し
た
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
は
、
変

わ
る
景
色
や
起
伏
の
あ
る
コ
ー
ス
に

興
奮
の
連
続
で
し
た
。
次
は
、
３
月

２
日
㈯
か
ら
の
２
日
間
で
行
わ
れ
た

「
雪
の
学
校
」
で
す
。
白
い
森
交
流

セ
ン
タ
ー
り
ふ
れ
に
集
合
し
、
雪
山

で
マ
タ
ギ
の
皆
さ
ん
と
兎
の
巻
狩
り

を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
わ
ら
び
山
を

登
っ
て
頂
上
か
ら
尻
滑
り
で
下
っ
て

く
る
活
動
が
あ
り
、
雪
山
を
満
喫
で

き
る
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
最
後
に
、
３
月
10
日
㈰
の
小
玉
川

自
整
協
が
主
催
す
る
「
雪
の
中
の
大

冒
険
」
で
す
。
雪
の
迷
路
や
滑
り
台

も
楽
し
か
っ
た
で
す
が
、
落
ち
て
く

る
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
を
走
っ
て
キ
ャ
ッ

チ
す
る
競
技
が
個
人
的
に
一
番
燃
え

ま
し
た
。
来
年
も
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
つ
つ
、
寒
さ
厳
し
い

冬
を
今
年
よ
り
も
っ
と
面
白
く
し
よ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。

地域おこし協力隊

吉
よ し だ

田　悠
ゆ う と

斗

「
雪
を
楽
し
む

イ
ベ
ン
ト
が
満
載
」

▲雪の中の大冒険でのパラシュートキャッチ

マタギに習う雪遊び
～第24回雪の学校～

３月２ー３日
りふれ周辺

　小国ならではの雪の暮らしや遊びを楽しんでもらおうと五味沢地区住
民などの実行委員会が中心となり「第24回雪の学校」が、３月２～３日
の２日間、りふれ周辺で行われ、県内外から約20人が参加しました。
　参加者は、五味沢地区のマタギの案内で雪山散策やウサギ追い、さい
ず焼きなどを体験したほか、最終日には卒業試験としてオートキャンプ
場裏山での尻滑りが行われ、無事に全員が合格しました。
　また、今年は本町でさまざまな活動をする学生主体のウェブメディア

「日本食べるタイムス」のメンバーが参加者募集などで協力をしてくれた
ほか、当日もスタッフとして参加し、雪の学校を盛り上げてくれました。
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ご
案
内

募
集

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

お
知
ら
せ

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
募
集
住
宅　

３
Ｄ
Ｋ　

６
戸

■
家
賃　

所
得
に
よ
り
決
定

■
対
象　

入
居
世
帯
の
所
得
制
限
あ
り

■
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

■
募
集
期
間

　

４
月
８
日
㈪
～
４
月
12
日
㈮

■
入
居
時
期　

６
月
上
旬

■
申
込
先　

置
賜
総
合
支
庁
西
庁

舎
（
長
井
市
）
総
合
案
内
窓
口

■
問
合
先　
県
営
住
宅
指
定
管
理
者

㈱
西
王
不
動
産
置
賜
事
務
所
（
☎

０
２
３
８
‐
24
‐
２
３
３
２
）
へ

①
町
営
住
宅
小
坂
町
団
地

　

３
Ｄ
Ｋ　

２
戸
（
３
・
４
階
）

■
家
賃　

所
得
と
家
族
構
成
に
よ
る

■
そ
の
他　

所
得
制
限
あ
り

②
町
営
住
宅
あ
け
ぼ
の
高
齢
者
団
地

　

１
Ｄ
Ｋ　
　

１
戸
（
１
階
）

　

１
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

１
戸
（
１
階
）

■
家
賃　

所
得
と
家
族
構
成
に
よ
る

■
対
象

▽
世
帯
所
得
が
21
万
４
千
円
以
下

で
住
宅
に
困
っ
て
い
る
か
た

▽
60
歳
以
上
で
自
立
し
た
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
か
た
。
１

Ｌ
Ｄ
Ｋ
の
場
合
は
、
同
居
す
る

か
た
が
配
偶
者
ま
た
は
60
歳
以

上
の
親
族
で
あ
る
こ
と

③
小
坂
町
勤
労
者
住
宅

　

２
Ｋ　

１
戸
（
３
階
）

■
家
賃　

３
３
０
０
０
円

■
対
象　
町
内
事
業
所
に
お
勤
め
の
か
た

①
～
③
共
通

◎
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

◎
募
集
期
限　

４
月
10
日
㈬

◎
入
居
時
期　

４
月
下
旬
以
降

◎
問
合
先　

地
域
整
備
課
建
設
管

理
室
（
☎
62
‐
２
４
３
１
）
へ

　

危
険
物
取
扱
者
・
消
防
設
備
士

の
義
務
と
し
て
、消
防
法
令
で
は
、

免
状
交
付
の
日
か
ら
10
年
以
内
ご

と
に
写
真
の
書
換
え
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
規
定
と
な
っ
て
い
ま

す
。
免
状
の
写
真
下
欄
記
載
の
期

限
を
確
認
の
上
、
速
や
か
に
手
続

き
を
さ
れ
る
よ
う
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

■
問
合
先　
一
般
財
団
法
人
消
防
試

験
研
究
セ
ン
タ
ー
山
形
県
支
部
（
☎

０
２
３
‐
６
３
１
‐
０
７
６
１
）
へ

危
険
物
取
扱
者
・
消
防
設
備
士

の
免
状
を
お
持
ち
の
皆
様
へ

■
日
時　

４
月
14
日
㈰

　
　
　
　

午
前
８
時
～
午
後
３
時

■
場
所　

陸
上
自
衛
隊
神
町
駐
屯

地（
東
根
市
神
町
南
３
‐
１
‐
１
）

■
内
容　

観
閲
式
、
観
閲
行
進
、

戦
闘
訓
練
展
示
な
ど

■
問
合
先　

第
６
師
団
司
令
部
広

報
室
桑
原
（
☎
０
２
３
７
‐
48

‐
１
１
５
１
）
へ

第
６
師
団
創
立
57
周
年
・
神
町

駐
屯
地
創
立
63
周
年
記
念
行
事

「
看
護
師
等
職
場
説
明
会
」
を

開
催
し
ま
す

　

看
護
学
生
、
看
護
師
資
格
を
お

持
ち
の
か
た
が
各
病
院
ブ
ー
ス
を

自
由
に
訪
れ
、
求
人
担
当
者
と
面

談
し
、
看
護
内
容
や
採
用
条
件
な

ど
の
説
明
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
日
時　
４
月
27
日
㈯
13
時
～
16
時

■
場
所　

山
形
国
際
交
流
プ
ラ
ザ

（
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ
）

■
内
容　

各
病
院
の
ブ
ー
ス
で
の

■
区
分

　

①
乙
種
第
４
類　

②
丙
種

■
講
習
日

　

①
５
月
30
日
㈭
～
31
日
㈮

　

②
５
月
30
日
㈭
（
前
期
の
み
）

■
時
間　

９
時
～
16
時

■
場
所

　

長
井
市
置
賜
生
涯
学
習
プ
ラ
ザ

■
申
込
期
間

　

４
月
22
日
㈪
～
５
月
20
日
㈪

■
そ
の
他　

講
習
会
案
内
及
び
申

込
書
は
西
置
賜
行
政
組
合
消
防

本
部
、
消
防
署
、
各
分
署
に
配

置
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
先　

西
置
賜
行
政
組
合
消

防
本
部
予
防
課
（
☎
０
２
３
８

危
険
物
取
扱
者
試
験

準
備
講
習
会

職
場
説
明
、
山
形
方
式
・
看
護

師
等
生
涯
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
説
明
な
ど

■
対
象　

県
内
に
就
職
を
希
望
さ

れ
る
看
護
学
生
（
最
終
学
年
の

か
た
）、
Ｕ
タ
ー
ン
を
希
望
す

る
か
た
、
未
就
業
の
か
た

■
参
加
費　

無
料

■
問
合
先　

公
益
社
団
法
人
山

形
県
看
護
協
会
（
０
２
３
‐

６
８
５
‐
８
０
３
３
）
へ

‐
88
‐
１
７
９
７
）
へ
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今月の納税
　�　４月期の税金等の口座振
替は、次のとおりです。振
替日の前日まで、指定の口
座に入金してください。
●４月26日㈮　水道料��
●�５月７日㈫　軽自動車税、
介護保険料、下水道使用料、
簡易水道料金、住宅使用料、
保育料、児童福祉使用料

■問合先　
　町民税務課税政管理室
　（62－2403）へ

２０１９．４

１．各健診の日程等
　■４カ月児健診
　・期　　日　４月26日㈮
　・受付時間　13：10～13：20
　・対　　象　平成30年12月生まれ
　■１歳児健診
　・期　　日　４月26日㈮　　
　 ・受付時間　13：00～13：10
　・対　　象　平成30年４月生まれ
　■３歳児健診
　・期　　日　４月12日㈮　　
　 ・受付時間　12：30～13：00
　・対　　象　平成27年８月、９月、
　　　　　　　10月生まれ
２．場　所　健康管理センター
３．その他
　　母子健康手帳を持参ください。
４．問合先　健康管理センター
　　　　　　（61－1000）へ

４月の
保健カレンダー

＊子育て支援センターから＊

※先月号掲載分以降に新規で登録された求人を掲載しています。
※町ホームページに求人情報を掲載しています。

　右の表は３月19日現在でハロー
ワークへ登録された求人のうち、小国町
をおもな就業先としている求人情報で
す。既に雇用が確定している場合もあり
ますので、ご了承ください。
　求人情報の詳細については、ハロー
ワーク長井（☎84－8609）へ。

広場名称 曜日 時間 申込

なかよし広場 月～金 ９：30～11：30・13：00～15：30
（水・金は午後のみ） 不要

■対象者　なかよし広場　就学前のお子さんとお家のかた
■�その他　平日はいつでも子育て相談に応じています。また、白

百合保育園（水曜午前）、すみれ保育園（金曜午前）でも同様の
場所を設けています。詳細は各保育園にお問い合わせください。

■問合先　子育て支援センター（おぐに保育園内 ☎62ー2330）・
　白百合保育園（☎62－2436）・すみれ保育園（☎62－5284）

■４月の広場日程　

事　業　所　名 職　種 求人数 勤　務　時　間

㈱高橋商会 ガソリンスタンドスタッフ １人 ８：00～17：00他

小国町商工会 事務補助 １人 ８：30～17：15

小国グリーンエナジー
合同会社 配達・ストーブメンテナンス １人 ８：00～17：00

㈱コメリ 販売・店舗運営職
（リージョナル社員） ２人 ８：45～17：45他

ひさご電材㈱小国工場 生産管理業務 １人 ８：30～17：30

猪野電気工事㈱ 内線工事作業員 １人 ８：00～17：00

カインドネス㈲
おぐに調剤薬局

薬剤師 １人 ９：00～18：00

医療事務 １人 ８：30～17：30他

大和建設運輸㈱

土木施工管理技士 １人

８：00～17：00重機運転手 １人

大型トラック運転手 ２人

大河内産業㈲

砂利プラント運転士 １人

８：00～17：00ダンプ・重機運転士 １人

一般事務員 １人

特定非営利活動法人
おぐにスポーツクラブYui

スポーツ指導者
（業務スタッフ含む） １人 ８：30～17：15他

㈱ケイープロダクツ ショッピングサイト管理 １人 ９：00～18：00

山形建設㈱ 営業所事務 １人 ９：00～16：00の
間の５時間程度

休日当番担当歯科医のお知らせ
４月７日㈰ 高畠　むらかみ歯科医院 0238－52－4855
４月14日㈰ 長井　芳賀歯科医院 0238－84－8107
４月21日㈰ 米沢　あさひ歯科医院 0238－24－0118
４月28日㈰ 高畠　桜井歯科医院糠野目診療所 0238－57－3211
４月29日㈪ 米沢　渡部歯科医院 0238－21－1610
４月30日㈫ 長井　赤間歯科医院 0238－88－2218
５月１日㈬ 米沢　りんせんじ歯科 0238－21－6487
５月２日㈭ 川西　長十歯科医院 0238－42－5152
５月３日㈮ 長井　西原歯科医院 0238－84－7722
５月４日㈯ 米沢　米沢クローバー歯科クリニック 0238ー27－7301
５月５日㈰ 南陽　さくら歯科クリニック 0238－27－8241
５月６日㈪ 米沢　ウッディ歯科 0238－49－8220
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■日　時　４月４日㈭９：30～11：30
■対象者　新小学１～６年生
■内　容　ドッジボール
■持ち物　室内シューズ、飲み物
■参加費　１人100円（保険料込）
■申込期限　４月３日㈬
■申込・問合先　（☎62－5808）

あいべイベント４月の

相　談
▽行政相談
■日　時　４月６日㈯
　　　　　10：00～12：00
■場　所　役場
■対応者　行政相談委員　齋藤恒助氏
■問合先　町民税務課町民生活担当へ

◇１Ｒ１分34秒
◇ニムロッド
◇宝島
◇熱帯
◇黒板アート甲子園作品集

休館日　毎週月曜日・祝日～新着図書～
町 田　 良 平
上 田　 岳 弘
真 藤　 順 丈
森 見　 登 美 彦

■持参するもの
　　鑑札、予防注射の通知はが
　き（はがきは登録しているか
　たにのみ送付）
■犬の登録について
　　犬を飼う場合は、町への登
　録が必要です。まだ登録して
　いないかたは、予防注射の際
　に手続きをしてください。
■注意点
　　注射の際、犬が暴れたり他
　の犬や人にけがをさせてしま
　うことも考えられます。しっ
　かり抑えることができるかた
　が連れてきてください。
■問合先
　町民税務課町民生活担当へ

　犬を飼う場合、飼い主のかたは愛犬に、年に一度必ず狂
犬病の予防注射を受けさせる義務があります。狂犬病に対
しては現在のところ有効な治療法がありませんので、予防
注射は必ず受けてください。

●放し飼いは禁止されています。つないで飼うようにしてください。
●散歩の際は必ず引き綱をつけてください。●糞は必ず持ち帰りましょ
う。犬の散歩をするときには、糞の始末ができるもの（ちり紙・ビニー
ル袋等）を必ず用意してください。

マナーを
守りましょう

愛犬に
狂犬病予防注射を！

おぐに話
はなすべ

部ゆるり座
発足10周年記念口演会

■日　時　４月13日㈯13：00～15：30（12：30開場）
■場　所　おぐに開発総合センター集会室（入場無料）
■内　容　昔語り、朗読ほか
■出　演　ゆるり座座員（小学生含む）
■ゲスト　多勢久美子氏・安部充宣氏
■その他　会場準備の都合で入場整理券を用意します
ので下記までご連絡をお願いします。
■問合先　伊藤惠子（☎62－5658）または木村清子（☎
62－2837）または佐藤宮子（☎62－2426）または髙
井和喜（☎090－6854－5437）へ

実施日 会　場 時　間

４月15日㈪

叶水基幹集落センター前 ９:30～９:45
白子沢警鐘台前 10:05～10:10
沼沢駅前 10:20～10:30
伊佐領会館前 10:40～10:55
種沢農村公園 11:05～11:30
宮の森会館前 13:30～14:00
多目的屋内運動場「あいべ」駐車場 14:10～15:00

４月16日㈫

旧沖庭小学校前 ９:30～９:55
むつみ会館前 10:00～10:10
旧あさひ保育園前 10:25～10:35
りふれ駐車場 10:45～11:00
旧小玉川小中学校前 12:55～13:05
玉川高齢者コミュニティセンター前 13:25～13:35
旧足中分校前 13:50～14:00
小国町役場東側駐車場 14:30～15:30
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●総合センター（教育委員会事務局） ☎62－2141　●健康管理センター（健康福祉課） ☎61－1000
●子育て支援センター ☎62－2330　●町民体育館 ☎62－5421　●あいべ  ☎62－5808　
●町立病院 ☎61－1111　●老人保健施設 ☎61－1200　●訪問看護ステーション ☎61－1002
●斎場夜間受付（17:00～21:00） ☎023－645－3077
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■期　日　５月４日㈯
■時　間　午前10時～
■場　所　国民宿舎飯豊梅花皮荘脇駐車場
■内　容　�神事・狩りの模擬実演・物産販売など
■問合先　�小国町観光協会（☎62－2416）へ

小玉川 熊まつり
第30回

おぐに石楠花まつり石楠花まつり
■期　間　４月28日㈰～５月６日㈪
■時　間　午前９時～午後５時
■場　所　道の駅「白い森おぐに」特設会場
■入場料　無料
■問合先　産業振興課観光経済室（☎62－2416）へ

マタギの里

水　　道 町立病院（一般外来） 小国中継施設
（リレーセンター）

町民体育館
あいべ

総　　合
センター

４月27日㈯ 山一住設㈱（☎61－0123）
休　診

休　み

通常営業 通常営業
４月28日㈰ 設備佐藤

（☎090－2271－5829）
通常営業 通常営業

４月29日㈪ 休　館 休　館
４月30日㈫ 山一住設㈱（☎61－0123） 内科、小児科、整形外科、眼科、歯科 体育館のみ開館 風呂・図書のみ開館
５月１日㈬ パイプライン

（☎090－2272－9091）
休　診 体育館のみ開館 風呂・図書のみ開館

５月２日㈭ 内科、小児科、整形外科、歯科 通常営業 体育館のみ開館 休　館
５月３日㈮ 小関住宅設備

（☎62－5347）
休　診 休　み

休　館 休　館
５月４日㈯ 休　館 風呂・図書のみ開館
５月５日㈰ 津島屋電気店

（☎62－2404）
休　館 風呂・図書のみ開館

５月６日㈪ 休　館 休　館

問合先 地域整備課建設管理室 町立病院
（☎61－1111）

小国中継施設
（☎63－2251）

町民体育館
あいべ

総　　合
センター

大型連休期間中の休館情報等について

※町立病院では、急患については一般外来の休診日であっても対応いたします。
※ごみ収集については、全戸配布をしているごみ収集カレンダーをご確認ください。

合併処理浄化槽の設置補助
■�対　象　町公共下水道認可区域外
の住宅で、汲み取り便槽または単
独処理浄化槽を合併処理浄化槽に
替える工事をする場合。
■補助金額　５ 人 槽　40万
　　　　　　６～７人槽　50万
※単独処理浄化槽からの切り替えの
場合は、一律８万円を加算します。

※リフォーム（新築以外）で設置する
場合は県の上乗せ補助があります。

　５ 人 槽　20万８千円（上限）
　６～７人槽　25万９千円（上限）
■その他　新築で合併処理浄化槽を
設置する場合は補助要件があるの
で、お問い合わせください。

■問合先　地域整備課建設管理室
　　　　　（☎62－2431）へ

風しんの追加的対策について
　全国的に風しん患者数が増加し、特に抗体保有率の低い30～
50代男性が罹患していることから、風しんの発生及びまん延を
予防するため、昭和37年４月２日～昭和54年４月１日生まれの
男性を対象に、抗体検査および予防接種を無料で実施します。
■対　象
　【抗体検査】昭和37年４月２日～昭和54年４月１日生まれの男性
　【予防接種】上記のかたで抗体価が低いかた
■クーポン券　国の方針に基づき、今年度は昭和47年４月２日
～昭和54年４月１日生まれの男性に４月下旬頃クーポン券を
送付します。受診の際にクーポン券を持参してくださいます
ようお願いします。抗体検査は、医療機関または事業所健診
や住民健診の機会にも受けることができます。

　※クーポン券が送付されない昭和37年４月２日～昭和47年４
月１日生まれの男性のかたで、抗体検査を希望されるかたに
は、クーポン券を発行しますので健康福祉課までご連絡くだ
さい。

■問合先　健康福祉課（☎61－1000）へ
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月日 対象となるお子さん
４カ月児 １歳児

４月26日㈮ H30年12月生まれ H30年４月生まれ
５月24日㈮ H31年１月生まれ ５月生まれ
６月28日㈮ ２月生まれ ６月生まれ
７月26日㈮ ３月生まれ ７月生まれ
８月30日㈮ ４月生まれ ８月生まれ
９月27日㈮ ５月生まれ ９月生まれ
10月25日㈮ ６月生まれ 10月生まれ
11月29日㈮ ７月生まれ 11月生まれ
12月20日㈮ ８月生まれ 12月生まれ
１月24日㈮ ９月生まれ H31年１月生まれ
２月28日㈮ 10月生まれ ２月生まれ
３月13日㈮ 11月生まれ ３月生まれ

■４カ月児健診　　受付13:10～13:20
■１歳児健診　　　受付13:00～13:10

月日 対象となるお子さん
６ 月14日 ㈮ H29年10月、11月、12月生まれ
９ 月13日 ㈮ H30年１月、２月、３月生まれ
12月13日 ㈮ H30年４月、５月、６月生まれ
３月６日㈮ H30年７月、８月、９月生まれ

月日 対象となるお子さん
５月15日㈬ H28年９月、10月、11月生まれ
８月21日㈬ H28年12月、H29年１月、２月生まれ
11月20日㈬ H29年３月、４月、５月生まれ
２月19日㈬ H29年６月、７月、８月生まれ

月日 対象となるお子さん
４月12日㈮ H27年８月、９月、10月生まれ
７月12日㈮ H27年11月、12月、H28年１月生まれ
10月11日㈮ H28年２月、３月、４月生まれ
１月10日㈮ H28年５月、６月、７月生まれ

■１歳６カ月児健診　受付12:30～13:00

■２歳児歯科健診　受付13:00～13:15

■３歳児健診　　　受付12:30～13:00

乳幼児健診は、健康管理センターで行います。
当日は、母子健康手帳を持参してください。

平成31年度

乳幼児健診の日程乳幼児健診の日程

■フッ素塗布　１歳６カ月児健診、２歳児歯科健診で希望
されるかたに行います。そのほか、おおよそ２歳、３歳に
なるかたにもフッ素塗布を行っていますので、町ホーム
ページをご確認ください。

　次の手当等には、それぞれ所得制限が設けられています。対象となるかたは、申請が必要です。

児 等当童 手 度制 内の 案ご

■問合先　健康福祉課（☎61－1000）へ

児童手当 母子家庭等修学費 児童扶養手当 特別児童扶養手当

対象者

出生から中学校修了前の
児童を養育しているかた。

母子・父子家庭で児童を養
育しているかた。父母とも
にいない場合は、親に代
わって児童を養育してい
るかた。

母子・父子家庭で児童を
養育しているかた。父母
ともにいない場合は児童
を養育しているかた。父・
母が重度の障がい者であ
る家庭。

身体、知的、精神に障がい
のある児童を在宅で養育
しているかた（疾病による
内部障がいも該当する場
合があります）。

手当月額
H31.4現在

３歳未満15,000円
３歳以上小学校修了前
第１子・２子 10,000円
第３子以降 15,000円
中学生　一律 10,000円
特例給付一律 5,000円

対象児童１人につき
2,000円

42,900～10,120円
加算額
２人目 10,130～5,070円
３人目以降6,070～3,040円
※所得、認定経過年数に応
じて手当額が変更になりま
す。

１級　52,200円

２級　34,770円

支給期間
出生から中学校修了まで

（申請月の翌月から支給）
児童が小学校入学から満
18歳に到達する年度末ま
で（在学期間中のみ）

児童が満18歳に到達する年
度末まで（一定の障害があ
る場合は20歳未満）

児童が満20歳に到達する
月まで

支給月 ６・10・２月 ９・３月 ４・８・11・１・３月 ４・８・11月

現況届等 毎年６月に現況届提出 毎年８月に現況届提出 毎年８月に現況届提出 毎年８月に所得状況届提出
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戸籍のまど戸籍のまど

安 達
五 十 嵐
島 貫
渡 部
米 山
砥 石
佐 藤
渡 部
渡 邊
神 保
飯 田

増 岡
あけぼの
沼 沢
小国小坂町
増 岡
岩 井 沢
岩 井 沢
叶 水

北
小国小坂町
小国小坂町

富 治
朝 子
仁 一
ヤ ス 子
耕 二 郎
満 子
ユ キ
信 雄
サ ツ
英 一
鐵 二

（86）
（49）
（69）
（75）
（84）
（89）
（96）
（92）
（83）
（77）
（81）

おくやみ申し上げます。

人口のうごき（平成31年２月28日現在）

人口　男・・・3,773 人 （－   5）
　　　女・・・3,813 人 （－   7） 
　　　計・・・7,586 人 （－ 12）
世帯数　　    3,069 世帯  （－    2） 

（ ２ 月 届 出 分 ）

※この欄に掲載を希望しないかたは、届出の際に
お申し出ください。
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編集後記

結婚おめでとうございます。

東 原
北 海 道

文 也
桃 子（ 伊 藤

阿 部

クアーズテックマシナリ株式会社
代 表 者　代表取締役　舟山　広美
従業員数　53人
所 在 地　小国町大字小国町378番地
事業概要　機械設備の製作・据付・修理等

仕 事
図 鑑
vol.11

▲装置の組立精度調整をする五十嵐耀さん

　クアーズテックマシナリ㈱に勤める入社５年目
の五十嵐耀（ひかり）さん（あけぼの）は、大小
を問わずさまざまな機械装置の組立や修理などの
業務を行っています。五十嵐さんは、「まだまだ
分からないことの方が多い中で、先輩方に指導・
アドバイスをいただきながら仕事をしています。
皆さん、優しく丁寧に教えてくれますのでとても
助かっています。仕事外でも気さくに面白い話を
してくれるのでとても嬉しく思っています。私は
主に機械の組立やモーターなどの機械修理を行っ
ています。特に組立はゼロから機械を作ってい
きますので、完成した時にはやりがいを感じます
し、面白いですね。今後は、出来る作業を増やし
ていくことと、ゆくゆくは作業リーダーとして現
場を引っ張っていけるようになりたいです。」と
話してくださいました。
　クアーズテックマシナリ㈱は、設立から35年
を迎えるクアーズテック㈱のグループ会社です。
同社では、クアーズテック㈱などで製造に使われ
る機械設備の製作や据付、整備のほか、溶接、配
管、電気の工事、また１級建築事務所や建屋補修、
フォークリフト法定点検、赤芝発電所のダム管理
業務など幅広い事業を展開しています。
　また、各分野で専門の技術を有するプロフェッ
ショナル達が在籍しており、お客様からの多種多
様なニーズにお応えすることができます。

小国小坂町
小国小坂町

宜 之
栞（ 前 田

齋 藤
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兼
）
療
食
主
査
（
兼
）

医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
管
理
者
】
▼
会

計
室
長
横
山
真
也
【
総
務
企
画
課
管

財
・
危
機
管
理
担
当
主
査
】
▼
総
務

課
財
政
担
当
課
長
補
佐
塚
原
鉄
也【
地

域
整
備
課
水
道
業
務
担
当
主
査
】
▼

総
務
課
危
機
管
理
主
幹
補
佐
（
兼
）

管
財
・
危
機
管
理
担
当
主
査
青
木
伸

幸
【
産
業
振
興
課
観
光
交
流
担
当
主

査
】
▼
介
護
老
人
保
健
施
設
看
護
副

部
長
（
兼
）
主
任
相
談
指
導
員
日
下

雅
美
【
介
護
老
人
保
健
施
設
療
養
係

長
（
兼
）
主
任
相
談
指
導
員
】
▼
総

合
政
策
課
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
担
当

主
査
（
兼
）
白
い
森
ブ
ラ
ン
ド
戦
略

担
当
主
査
髙
橋
俊
典
【
産
業
振
興
課

移
住
定
住
促
進
担
当
係
長
（
兼
）
白

い
森
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
担
当
係
長
】
▼

町
民
税
務
課
国
保
医
療
担
当
係
長
鎌

田
泰
子
【
地
域
整
備
課
主
任
】
▼
産

業
振
興
課
森
林
振
興
担
当
係
長
佐
藤

孝
太
郎
【
産
業
振
興
課
主
任
】
▼
地

域
整
備
課
水
道
業
務
担
当
係
長
今
直

樹
【
町
立
病
院
主
任
】
▼
町
立
病
院

総
務
係
長
舟
山
さ
ゆ
り
【
町
立
病
院

主
任
】
▼
介
護
老
人
保
健
施
設
療
養

係
長（
兼
）相
談
指
導
員
今
友
帰
子【
介

護
老
人
保
健
施
設
主
任
看
護
師
】
▼

介
護
老
人
保
健
施
設
在
宅
介
護
係
長

髙
橋
洋
暁
【
介
護
老
人
保
健
施
設
主

任
介
護
員
】
▼
町
立
病
院
主
任
看
護

師
舟
山
香
【
町
立
病
院
看
護
師
】
▼

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
主
任
看
護

師
（
兼
）
町
立
病
院
主
任
看
護
師
舟

山
さ
ゆ
子
【
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
看
護
師
（
兼
）
町
立
病
院
看
護
師
】

▼
町
民
税
務
課
主
事
大
谷
虎
之
介【
町

民
税
務
課
主
事
補
】
▼
産
業
振
興
課

主
事
金
歩
夢
【
産
業
振
興
課
主
事
補
】

▼
産
業
振
興
課
技
師
竹
田
陵
【
地
域

整
備
課
技
師
補
】

■
配
置
替
え
（
４
月
１
日
付
）

▼
町
立
病
院
長
（
兼
）
包
括
ケ
ア
推

進
監
（
兼
）
介
護
老
人
保
健
施
設
施

設
長
（
兼
）
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
所
長
阿
部
吉
弘【
町
立
病
院
長（
兼
）

包
括
ケ
ア
推
進
監
（
兼
）
介
護
老
人

保
健
施
設
施
設
長
（
兼
）
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
所
長
（
兼
）
医
療
技

術
部
長
】
▼
会
計
管
理
者
齋
藤
勉
【
産

業
振
興
課
長
】
▼
総
務
課
長
阿
部
英

明
【
総
務
企
画
課
長
】
▼
総
合
政
策

課
長
山
口
英
明
【
町
立
病
院
事
務
長

（
兼
）
包
括
ケ
ア
推
進
次
長
（
兼
）
医

療
技
術
部
長
事
務
代
理
（
兼
）
医
療

情
報
シ
ス
テ
ム
管
理
室
長
（
兼
）
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
務
主
幹
】

▼
健
康
福
祉
課
長
（
兼
）
包
括
ケ
ア

推
進
次
長
（
兼
）
健
康
管
理
セ
ン
タ

ー
所
長
（
兼
）
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
所
長
木
村
広
英
【
地
域
整
備
課

長
】
▼
産
業
振
興
課
長
井
上
伊
勢
男

【
産
業
振
興
課
観
光
経
済
担
当
課
長
】

▼
地
域
整
備
課
長
佐
藤
友
春
【
健
康

福
祉
課
長
（
兼
）
包
括
ケ
ア
推
進
次

長
（
兼
）
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
所
長

（
兼
）
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所

長
】
▼
教
育
振
興
課
長
（
兼
）
生
涯

学
習
室
長
（
兼
）
お
ぐ
に
開
発
総
合

セ
ン
タ
ー
所
長
仁
科
清
春
【
教
育
振

興
課
長
（
兼
）
お
ぐ
に
開
発
総
合
セ

ン
タ
ー
所
長
】
▼
総
合
政
策
課
政
策

企
画
室
長
二
馬
健
【
総
務
企
画
課
企

画
財
政
室
長
】
▼
町
民
税
務
課
町
民

生
活
室
長
小
野
正
晴
【
産
業
振
興
課

森
林
振
興
担
当
課
長
補
佐
（
兼
）
森

林
振
興
担
当
主
査
】
▼
健
康
福
祉
課

健
康
長
寿
推
進
室
長
（
兼
）
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
次
長
大
谷
愛
子【
会

計
室
長
】
▼
産
業
振
興
課
農
林
振
興

室
長
（
兼
）
農
林
技
術
専
門
員
渡
邊

久
光
【
産
業
振
興
課
農
業
振
興
担
当
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役場組織機構改正について
■第５次総合計画の戦略的な施策事業の設定管理と、

効率的かつ効果的な行政運営を確保し、「白い森ブ
ランド戦略」を全庁的に展開していくため、組織
の編成替えを行いました。今年度から総務企画課
を総務部門と企画調整部門に分離し、総務部門を
総務課、企画調整部門を総合政策課としました。

■ 産業振興課「商工観光室」を「観光経済室」に改
めました。

■ 教育振興課内に新たに「生涯学習室」を設置しま
した。

課
長
補
佐
（
兼
）
農
林
技
術
専
門
員
】

▼
産
業
振
興
課
観
光
経
済
室
長
舟
山

真
次
【
産
業
振
興
課
商
工
観
光
室
長
】

▼
地
域
整
備
課
建
設
管
理
室
長
伊
藤

哲
史
【
健
康
福
祉
課
健
康
長
寿
推
進

室
長
（
兼
）
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
次
長
】▼
町
立
病
院
事
務
次
長（
兼
）

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
次
長
（
兼
）

医
事
主
査（
兼
）地
域
健
康
主
査（
兼
）

地
域
医
療
連
携
主
査
中
津
川
典
広【
町

民
税
務
課
町
民
生
活
室
長
】
▼
総
務

課
行
政
管
理
担
当
主
査
佐
藤
ひ
と
み

【
総
務
企
画
課
行
政
管
理
担
当
主
査
】

▼
町
民
税
務
課
町
民
生
活
担
当
主
査

佐
藤
秀
樹
【
地
域
整
備
課
建
設
管
理

担
当
主
査
】
▼
町
民
税
務
課
課
税
担

当
主
査
渡
部
由
美
【
健
康
福
祉
課
長

寿
介
護
担
当
主
査
】
▼
健
康
福
祉
課

長
寿
介
護
担
当
主
査
木
村
英
和
【
教

育
振
興
課
学
校
教
育
担
当
主
査
】
▼

教
育
振
興
課
学
校
教
育
担
当
主
査
加

藤
智
香
子
【
議
会
事
務
局
議
事
主
査

（
併
）
監
査
主
査
】
▼
総
務
課
財
政
担

当
係
長
渡
部
寿
郎
【
総
務
企
画
課
政

策
企
画
担
当
係
長
（
兼
）
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
担
当
係
長
】
▼
総
合
政
策

課
政
策
企
画
担
当
係
長
片
桐
研
二【
総

務
企
画
課
付
係
長
】
▼
町
民
税
務
課

住
民
窓
口
担
当
係
長
小
池
み
ど
り【
教

育
振
興
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当
係
長
】

▼
産
業
振
興
課
農
地
調
整
担
当
係
長

蛯
谷
マ
キ
子
【
町
民
税
務
課
住
民
窓

口
担
当
係
長
】
▼
産
業
振
興
課
観
光

交
流
担
当
係
長
羽
田
淳
哲
【
総
務
企

画
課
財
政
担
当
係
長
】
▼
地
域
整
備

課
建
設
管
理
担
当
係
長
河
内
亮
【
町

民
税
務
課
課
税
担
当
係
長
】
▼
教
育

振
興
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当
係
長
貝

沼
俊
明
【
町
民
税
務
課
国
保
医
療
担

当
係
長
】
▼
お
ぐ
に
保
育
園
庶
務
係

長
舟
山
友
樹
【
産
業
振
興
課
農
地
調

整
担
当
係
長
】
▼
中
央
児
童
室
放
課

後
児
童
支
援
係
長
（
兼
）
お
ぐ
に
保

育
園
主
任
保
育
士
梅
津
里
美
【
お
ぐ

に
保
育
園
保
育
係
長
（
兼
）
中
央
児

童
室
主
任
放
課
後
児
童
支
援
員
】
▼

議
会
事
務
局
議
事
係
長
（
併
）
監
査

係
長
井
上
賢
和
【
町
民
税
務
課
町
民

生
活
担
当
係
長
】
▼
総
務
課
主
任
今

美
穂
【
総
務
企
画
課
主
任
】
▼
総
務

課
主
任
伊
藤
拓
也
【
総
務
企
画
課
主

任
】
▼
総
務
課
付
主
任
安
部
淳
【
総

務
企
画
課
付
主
任
】
▼
総
合
政
策
課

主
任
遠
藤
愛
【
産
業
振
興
課
主
任
】

▼
総
合
政
策
課
主
任
渡
部
智
也
【
総

務
企
画
課
主
任
】
▼
総
合
政
策
課
主

任
木
村
明
宏
【
総
務
企
画
課
主
任
】

▼
町
民
税
務
課
主
任
青
木
真
由
美【
教

育
振
興
課
主
任
】
▼
教
育
振
興
課
主

任
木
村
綾
【
介
護
老
人
保
健
施
設
主

任
】
▼
総
務
課
主
事
中
津
川
ひ
と
み

【
総
務
企
画
課
主
事
】
▼
総
務
課
主
事

井
上
博
人
【
総
務
企
画
課
主
事
】
▼

総
務
課
主
事
髙
橋
翔
【
総
務
企
画
課

主
事
】
▼
総
務
課
主
事
舟
山
大
地
【
総

務
企
画
課
主
事
】
▼
総
務
課
付
主
事

室
岡
慶
士
【
町
民
税
務
課
主
事
】
▼

総
務
課
付
主
事
阿
部
理
沙
【
町
民
税

務
課
主
事
】
▼
総
務
課
付
主
事
白
川

朋
絵
【
産
業
振
興
課
主
事
】
▼
総
務

課
付
主
事
舟
山
康
名
【
地
域
整
備
課

主
事
】
▼
総
合
政
策
課
主
事
斎
藤
晃

司
【
総
務
企
画
課
主
事
】
▼
町
民
税

務
課
主
事
蛯
原
紘
子
【
教
育
振
興
課

主
事
】
▼
地
域
整
備
課
主
事
梅
津
稀

人
【
健
康
福
祉
課
主
事
】
▼
町
立
病

院
主
事
伊
藤
雄
一
【
地
域
整
備
課
主

事
】
▼
介
護
老
人
保
健
施
設
主
事
佐

藤
甫
【
町
民
税
務
課
主
事
】
▼
町
立

病
院
看
護
師
青
木
美
和
【
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
師
（
兼
）
町
立

病
院
看
護
師
】
▼
総
務
課
自
動
車
運

転
長
清
野
賢
一
【
総
務
企
画
課
自
動

車
運
転
長
】
▼
総
務
課
主
任
自
動
車

運
転
手
米
野
幸
宏
【
総
務
企
画
課
主

任
自
動
車
運
転
手
】
▼
総
務
課
自
動

車
運
転
手
遠
藤
広
寿
【
総
務
企
画
課

自
動
車
運
転
手
】

総務課　　　　　行政管理担当
　　　　　　　　管財・危機管理担当
　　　　　　　　財政担当
総合政策課　　　政策企画室　　　政策企画担当
　　　　　　　　　　　　　　　　協働のまちづくり担当
　　　　　　　　白い森ブランド戦略室
　　　　　　　　　　　　　　　　白い森ブランド戦略担当
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無
言
の
語
り
部
た
ち
Ⅱ

そ
の
⑫

「
越
戸
道
開
鑿
紀
念
碑
」（
玉
川
口
）

　

旧
玉
川
口
駅
近
く
の
旧
道
脇
に

「
越
戸
道
開
鑿
紀
念
」
と
刻
ま
れ

た
碑
が
ひ
っ
そ
り
と
た
た
ず
ん
で

い
ま
す
。
碑
に
は
、「
明
治
28
年

開
鑿
」、「
越
戸
至
約
１
里
12
町
」、

「
飯
澤
吉
右
エ
門
君
」、「
見
川
國

太
郎
君
」、「
昭
和
６
年
７
月
建
立
」

と
も
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

越
戸
は
、
関
川
村
八
ツ
口
か
ら

田
代
峠
へ
の
山
道
の
山
腹
に
あ
る

本
町
の
飛
び
地
で
す
。
昭
和
42
年

の
羽
越
水
害
に
よ
っ
て
集
落
内
の

田
畑
な
ど
が
大
き
な
被
害
を
受

け
、
翌
43
年
11
月
26
日
に
閉
村
し

た
集
落
で
す
。
１
５
２
１
年
、
伊

達
稙
宗
に
よ
っ
て
大
里
峠
が
開
削

さ
れ
る
以
前
は
、
越
後
と
米
沢
を

繋
ぐ
交
通
の
要
所
で
も
あ
っ
た
場

所
で
す
。

　

た
だ
し
、
越
戸
か
ら
小
国
へ
と

至
る
道
は
険
悪
で
、『
小
国
の
文

化
財
』
に
よ
る
と
、「
小
渡
向
い

の
『
カ
ン
カ
ケ
』
を
登
り
、
沖
庭

神
社
か
ら
峰
づ
た
い
に
越
戸
に

下
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
越
戸
は

山
中
の
こ
と
と
て
田
地
が
少
な

く
、
米
は
ほ
と
ん
ど
小
渡
、
団
子

山
な
ど
の
知
人
か
ら
求
め
、
帰
り

は
ま
た
重
荷
を
背
負
っ
て
『
カ
ン

カ
ケ
』
を
こ
え
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
飯
沢
吉
右
エ
門
（
団
子
山
）

は
、こ
の
難
儀
を
見
る
に
忍
び
ず
、

越
戸
の
本
家
見
川
国
太
郎
と
は
か

り
、
明
治
28
年
、
下
ノ
平
（
玉
川

口
）
よ
り
北
方
山
地
を
斜
め
に
登

り
『
赤
松
』
の
岩
山
を
削
り
、
越

戸
ま
で
１
里
12
町
の
間
を
開
削
し

た
。」
よ
う
で
す
。
こ
の
碑
は
そ

の
記
念
碑
な
の
で
す
。

　

国
太
郎
さ
ん
の
子
孫
で
あ
る
見

川
一
郎
さ
ん
（
昭
和
24
年
生
）
は
、

「
俺
が
小
学
生
の
時
、母
親
に
『
こ

こ
が
古
い
道
だ
よ
』
と
そ
の
道
に

連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
な
。
玉

川
口
の
と
こ
ろ
を
登
る
と
岩
山
で

滑
り
や
す
く
て
、
崖
に
な
っ
て
い

る
か
ら
危
な
い
と
お
ど
さ
れ
て

な
。
け
ど
、
ち
ゃ
ん
と
道
が
掘
っ

て
あ
っ
て
な
。
観
音
鉱
山
（
金
丸

鉱
山
）
が
で
き
て
か
ら
使
わ
れ
な

く
な
り
、
俺
が
行
っ
た
と
き
は
ま

だ
道
は
あ
っ
た
け
ど
、
今
は
わ
か

ら
な
い
。
今
で
も
越
戸
出
身
の
人

と
は
年
に
１
回
集
ま
っ
て
い
る
け

ど
、
み
ん
な
と
越
戸
の
話
を
す
る

と
越
戸
で
の
生
活
が
懐
か
し
く

な
っ
て
な
。」
と
話
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　

周
囲
を
山
林
に
囲
ま
れ
た
、
平

家
の
落
人
伝
説
な
ど
が
残
る
越
戸

集
落
。
そ
う
し
た
環
境
の
中
で
も

長
い
歴
史
を
刻
み
、
人
々
が
さ
ま

ざ
ま
な
知
恵
や
技
術
を
活
か
し
て

生
活
を
営
ん
で
い
た
の
で
す
。

　

昨
年
11
月
で
閉
村
か
ら
50
年
を

経
過
し
た
越
戸
集
落
で
す
が
、
こ

こ
で
の
暮
ら
し
や
越
戸
の
歴
史
を

こ
の
碑
と
と
も
に
後
世
に
語
り
伝

え
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

▲玉川口旧道脇の越戸道開鑿記念碑

▲小国町立小国小学校越戸分校（昭和39年頃）
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